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を与えるという指摘がある（Haubl & Trifts, 2000; Swaminathan, 2003; Haubl & Murray,































































































































































































処理とカテゴリーベース処理がある（Sujan,1985; Meyers-levy & Tybout, 1989）。

















































要素 aと bの類似 (similarity)を、集合AとBをそれぞれの特徴の集合として、次式で表す
対比モデル（Contrast Model）を示した。
S(a; b) = f(A \B)  f(A B)  f(B   A) (2.1)
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ただし、係数 ; ;   0、関数 f は集合の包含関係について単調なスカラー値を与える等の
条件を満たす関数とする。関数 fは空集合に対して最小値となり、全集合に対して最大値を
とる関数で、例として、集合の個数を返す関数がある。評価式 (2.1式)は、統計指標として
の類似係数 (similarity cocient)に期待される単調性などの性質（Janson & Vegelius, 1981;
Baulieu, 1989）と同じ特性を仮定し、同種の算式で表現されている。対称性S(a; b) = S(b; a)
については、Rosch（1975）の「赤っぽい色は真紅に近い」という知覚は「真紅は赤っぽい
色に近い」という知覚より強いという結果を考察して、関数 f が満たす条件としていない。
















るという、活性化拡散モデル（Collins & Loftus, 1975）がある。同様な概念として、ネット
ワークモデル（Aaker, 1996; Aaker, 2004）がある。オンラインショップの「この商品を買っ
た人はこの商品も買っています。」という推奨は、このモデルの応用と解釈できる。消費者
の関心は、実際に購入した製品から類似関係の高い他の製品に移り易いため、消費者の考慮














Urban, Johnson & Hauser(1984)など




井上 (1992) 表 1を基にして作成。
顧客サイドから競争状態を把握する手法の一つに、直接観測できない消費者や製品カテゴ
リーの分類を、消費者の判断データや行動データから推定する潜在クラスモデル（Grover

















例えば、図 2-1の通り、Aさんが a製品を購入し、Bさんが b製品を購入したする。この
とき、Aさんと Bさんが類似係数の評価として似ていれば、２人の購入製品は共通してい
る可能性が高いことを意味する。よって、Aさんも b製品を購入し、Bさんも a製品を購入



























Ansari et al.(2000(2)), Fig.1 Sources of Heterogeneity を元に作成。
図 2-2. 共分散構造分析における異質性の所在
消費者の異質な選好をモデル化する類型として、Kamakura, Kim & Lee (1996)は選好の
異質性と構造的異質性の２類型を示している。Ansari, Jedidi & Jagpal(2000(2)) は構造方
程式モデルを念頭に、異質所の所在を測定方程式と構造方程式とさらに下位の構造に分類
































































































Wedel & Kamakula(2000)は、消費者セグメントのクラスター分析に用いる指標として 12
個の類似係数を紹介し、Albatineh, Niewiadomska-Bugaj, & Mihalko(2006)は 22個の類似
係数を紹介している。しかし、クラスター分析の際にどの類似係数を選択するかという基準
は、殆ど示されていない (Janson & Vegelius, 1981; Baulieu, 1989; Duarte, Santos, & Melo,
1999)。また、交互作用統計量も類似係数のひとつとみなせるが、交互作用統計量を類似係
数として扱う研究は見当たらない。
類似係数は、離散的な属性を持つ対象の判別に有益であり、ゲノム解析 (Duarte. et al.,1999)
やレコメンドシステム (芳賀, 2008)やテキストマイニング（Shawe-Taylor & Cristianini,
2004）の分析データとして用いられる。また、多次元尺度構成法を用いた選好分析にも利用
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表 2-4 . 主な類似係数の算式の一覧
No. 名称 類似係数の算式
1 交互作用統計量 ad bcpR1R2C1C2=n (*1)
2 Jaccard a=(a+ b+ c)




5 Cohen's Kappa 2(ad bc)2(ad bc)+n(b+c))
6 Sokal and Sneath 2 a=(a+ 2b+ 2c)
7 Russel and Rao a=n
8 Yule's Q (ad  bc)=(ad+ bc)
9 Kulczynski a=(b+ c)
10 Rogers and Tanimoto (a+ d)=(a+ b+ 2c+ 2d)
11 Sokal and Sneath 1 2(a+ d)=(2a+ 2d+ b+ c)
12 Simple matching (a+ d)=n
13 Hamann (a+ d  b  c)=n
14 主効果の相乗平均
p
(a+ b)(a+ c)=n (*2)
Wedel & Kamakura(2000) 表 5.1を基にして作成。
*1. 交互作用統計量を二乗すれば独立性の検定に用いるカイ二乗統計量となる。
本研究では Yatesの修正を用いる。R1 = a+ b; R2 = c+ d; C1 = a+ c; C2 = b+ d
*2. 類似係数では無いが比較対象として表に記載した。






○ ai;j bi;j Ri;1
× ci;j di;j Ri;2
計 Cj;1 Cj;2 n
ai;j = 製品 iと jを共に購入した消費者数。
bi;j = 製品 iを購入し、製品 jを未購入の消費者数。
ci;j = 製品 jを購入し、製品 iを未購入の消費者数。














対応し、Kaufman & Rousseeuw (1990) は k-means法のアイデアを踏まえた非階層的分類法









ばれる好ましくない分類結果を導くことが知られている (Yadohisa,Takeuchi, & Inada 1999)
。このため、クラスターバリデーションでは、分類対象を乱数で抽出して分類の再現性を確































































































































































































































0と 1を要素とするm行 n列の 2値行列M = fmijgを、行方向がm個の観測対象で、列
方向が n個の 2値変量の属性に対応するデータセットとする。このとき観測対象 i1と i2の
類似係数を、i1と i2の n個の属性値の 2 2クロス集計表 (表 3-1)と、各類似係数の算式 (表
3-2)より計算する。
表 3-2はWadel & Kamakula(2000, p.46,表 3-5.1)が最も重要とする類似係数のリストに、
M1 交互作用統計量とM2 Cohen's Kappa(Cohen, 1960)とM12 カイ二乗距離とM16 主効












1 a b r1
0 c d r2
計 c1 c2 n
ただし、集計値 a; b; c; dは、
a =
P
j mi1j mi2j ,
b =
P







また行和と列和と総和を r1 = a+ b, r2 = c+ d,
c1 = a+ c; c2 = b+ d; n = a+ b+ c+ d:
準とするために検証する類似係数のリストに加える。この中で良く知られた類似係数はM4
Jaccard とM13 Simple matchingであろう。これらの類似係数行列は半正定値となるので、
非類似係数には自然な距離が対応する (Gower & Legendre, 1986; Gordon, 1999) ことが知ら
れている。またM2 Cohens's Kappaは見かけの一致率から偶然一致率を差し引いているの
で、交互作用に近い特徴を持っている。ただし標準偏差で基準化していない。M12 カイ二
乗距離は表 3-1の 2 2クロス集計表から計算する指標では無いが、同じ 2値行列M を用い









を満たすか否かを確認している。Fleiss(1975)は類似係数の計算において 2  2クロス集計
1 オッズ比については、M9 Y ule0sQ = オッズ比 1オッズ比+1 の関係により、Yule's Qと単調に一対一対応す
る。先行研究ではオッズ比よりYule's Qを採り上げる事が多い慣例にならい (Wadel & Kamakula,
2000; Warrens, 2008)、オッズ比を表 3-2のリストから割愛している。
32
表 3-2. （非）類似係数の一覧
名称 類似係数 sij 非類似係数　 dij
M1 交互作用統計量 ad bcpr1r2c1c2 (*1) 1  ad bcpr1r2c1c2





(a+ b)(a+ c) 1  a=p(a+ b)(a+ c)
M4 Jaccard a=(a+ b+ c) (b+ c)=(a+ b+ c)
M5 Sokal & Sneath 2 a=(a+ 2b+ 2c) (2b+ 2c)=(a+ 2b+ 2c)
M6 Czesanowski 2a=(2a+ b+ c) (b+ c)=(2a+ b+ c)
M7 Psi jad bcjpr1r2c1c2 1 
jad bcjp
r1r2c1c2
M8 Kulczynski a=(b+ c) (2*) max
i;j
fsijg   sij
M9 Yule's Q (ad  bc)=(ad+ bc) 2bc=(ad+ bc)
M10 Russel & Rao a=n (b+ c+ d)=n
M11 Rogers & Tanimoto (a+ d)=(a+ 2b+ 2c+ d) 2(b+ c)=(a+ 2b+ 2c+ d)









M13 Simple matching (a+ d)=n (b+ c)=n
M14 Sokal & Sneath 1 2(a+ d)=(2a+ 2d+ b+ c) (b+ c)=(2a+ 2d+ b+ c)
M15 Hamann (a+ d  b  c)=n (2b+ 2c)=n
M16 主効果の相乗平均
p
(a+ b)(a+ c)=n 1 p(a+ b)(a+ c)=n
*1. a, b, c または d のいずれかの値が 5以下の場合は、イェーツの修正を用いる.
*2. b+ c = 0の場合は、a=(b+ c) を a に置換える.
*3. mi は行列M = fmijgの i行の行和、mj は j 列の列和とする.
表の偶然一致を除く事の重要性を指摘し、偶然一致の確率分布について論じている。Duarte















4 交互作用統計量 y def= ad bcp
r1r2c1c2






















除いた全ての類似係数の分母分子で総度数 nがキャンセルされ、類似係数を 4変数から 3変
数の関数に置き換えることができる。そして、大規模疎行列に類似係数を適用した場合の類
似係数と主効果および交互作用統計量との関係を偏導関数を用いて評価できる利点がある。
すなわち大規模疎行列では行と列の主効果 x1; x2が小さくなる傾向を踏まえ、まず表 3-3の
関数式に x1 = x2(
def
= x)を仮定して関数式を整理し (表 43-の第 2列)、これを交互作用統計




結果は表 3-4の通り、行と列の主効果が等しい (x1 = x2)という条件の下で、類似係数を
３つのタイプに分類できた。最初のタイプ Iと分類した類似係数は、M1 交互作用統計量と
M2 Cohen's KappaとM7 Psiで、いずれも主効果の影響を受けない。次のタイプ IIと分類
した類似係数は、M3 Ochiai、M4 Jaccard、M5 Sokal & Sneath 2、M6 Czesanowski、M8
Kulczynskiの 5個で、興味深いことに交互作用統計量と主効果による２つの影響の程度が
等しく対称な (1 主効果)(1 交互作用統計量)の関数として記述できる。その他のタイプ





















M5 Sokal & Sneath 2 23  x1+x22x1+2x2 3x1x2 3ypx1(1 x1)x2(1 x2)  
1
3




M7 Psi y(0  yの場合);  y(y < 0の場合)
M8 Kulczynski 12  x1+x2x1+x2 2x1x2 2ypx1(1 x1)x2(1 x2)  
1
2




M10 Russel & Rao x1x2 + y
p
x1(1  x1)x2(1  x2)





M12 2 metric (*2) 1mk (
1
x1





M13 Simple matching 1  x1   x2 + 2x1x2 + 2y
p
x1(1  x1)x2(1  x2)








*1. x1; x2 はクロス集計表の行と列の主効果で、yはクロス集計表の交互作用統計量。











x1 = x2(= x)の場合の






M1 交互作用統計量 y 1 I
M2 Cohen's Kappa y 1 I
M3 Ochiai 1  (1  x)(1  y) 1 II
M4 Jaccard 21+(1 x)(1 y)   1 2(2 y)2 II
M5 Sokal & Sneath 2 43
1
1+3(1 x)(1 y)   13 4(4 3y)2 II
M6 Czesanowski 1  (1  x)(1  y) 1 II
M7 Psi
y (0  yの場合)
  y (y < 0の場合)
1 (0 < yの場合)
  1 (y < 0の場合) I
M8 Kulczynski 12
1
(1 x)(1 y)   12 12(1 y)2 II
M9 Yule's Q y2x(1 x)(1+y2)+(1 2x)2y 0 III
M10 Russel & Rao x2 + x(1  x)y 0 III
M11 Rogers & Tanimoto 21+2x 2x2 2x(1 x)y   1 0 III
M12 2 metric (*2) 2mk
(1 x)(1 y)
x  1に発散 III
M13 Simple matching 1  2x+ 2x2 + 2x(1  x)y 0 III
M14 Sokal & Sneath 1 2  11 x+x2+x(1 x)y 0 III
M15 Hamann (1  2x)2 + 4x(1  x)y 0 III
M16 主効果の相乗平均 x 0 III
*1. x1; x2 はクロス集計表の行と列の主効果で、yはクロス集計表の交互作用統計量。



















2. 集合Aを n個のクラスターC1;    ; Cnに分類する。その際にCiと集合Bの各点との
距離も計算する。
3. 集合Bの各点を最も距離が近いCiに分類する。
4. 集合 Aと B を入れ替えて 2と 3の手順を繰り返し、もう一つの分類 C 01;    ; C 0n を
得る。
6. ２つの分類 fCigと fC 0igの一致度をランドの修正指標で評価する。
5. 以上の手続きをN 回繰り返す。
ランドの修正指標はラベルに自明な一対一対応が無い分類の一致の評価に用る指標で、ラ

















体に占める比率 (％)で評価する。ただし、先の 2-フォールド交差確認法で作成した 100通
りの分類について比率を計算し、その平均値を最終的な均等性の評価値とする。





3-1のデンドログラムは典型的な３類型で、それぞれA 空間保存的、B 空間膨張的、C 空間
収縮的と呼ばれる。これらの類型の要因には、クラスタリング法の選択 (Lance & Williams,







































クラスタリングの手法 i  
非階層的 1 PAM法





3 群平均法 nini+nj 0 0
4 最長距離法 12 0
1
2
5 最短距離法 12 0  12
表中の ni は分類 Ci の要素の個数、また n+  ni + nj + nk とする.
分類間の非類似距離 d(Ci; Cj) が所与のとき、Ciと Cj を併合した新しい分類 Ci [Cj と他の任意
の分類 Ck との非類似係数は、表中 i; ;  を用いて次の通り.
d(Ci [ Cj ; Ck)  id(Ci; Ck) + jd(Cj ; Ck) + d(Ci; Cj) + jd(Ci; Ck)  d(Cj ; Ck)j
40
















いた音楽ＣＤ販売のＩＤ付ＰＯＳデータを用いる。データは 2002年 11月 1日から 2003年





列M = fmijgの関係は、製品 iを消費者 jが購入した履歴が POSデータにある場合のみ














M1 交互作用統計量 1.00 0.01 1.00 0.09
M2 Cohen's Kappa 0.96 0.01 0.94 0.04
M3 Ochiai 0.90 0.38 0.94 0.15
M4 Jaccard 0.90 0.34 0.95 0.11
M5 Sokal & Sneath 2 0.90 0.32 0.96 0.10
M6 Czesanowski 0.90 0.35 0.94 0.11
M7 Psi 0.88 0.27 1.00 0.13
M8 Kulczynski 0.80 0.27 0.95 0.10
M9 Yule's Q 0.58 0.19 0.64 0.15
M10 Russel & Rao 0.50 0.70 0.88 0.41
M11 Rogers & Tanimoto 0.07 -0.90 0.12 -0.94
M12 2 metric 0.07 0.76 0.34 0.45
M13 Simple matching 0.07 -0.90 0.12 -0.94
M14 Sokal & Sneath 1 0.07 -0.89 0.11 -0.94
M15 Hamann -0.07 0.90 -0.12 0.94





種類の類似係数行列S1 = fs1i;jgとS2 = fs2i;jgの相関を計算する際は、それぞれski;j (k = 1; 2)



































表 3-8. 再現性の検証: ランドの修正指標と経験的パーセンタイル点

















M1 交互作用統計量 0.35 0.0% *** 0.52 0.0% *** 0.15 0.0% *** 0.07 39%
M2 Cohen's Kappa 0.32 0.0% *** 0.49 0.0% *** 0.17 0.0% *** 0.04 39%
M3 Psi 0.36 0.0% *** 0.51 0.0% *** -0.15 100% 0.08 40%
M4 Sokal & Sneath 2 0.31 0.0% *** 0.46 0.0% *** -0.15 100% 0.06 40%
M5 Jaccard 0.31 0.0% *** 0.45 0.0% *** -0.15 100% 0.05 43%
M6 Czesanowski 0.32 0.0% *** 0.45 0.0% *** -0.15 100% 0.07 42%
M7 Kulczynski 0.32 0.0% *** 0.46 0.0% *** -0.15 100% 0.07 44%
M8 Ochiai 0.33 0.0% *** 0.49 0.0% *** -0.14 100% 0.05 41%
M9 Yule's Q 0.38 0.0% *** 0.40 0.0% *** -0.12 100% -0.01 100%
M10 Russel & Rao 0.39 0.0% *** 0.02 85% -0.17 100% -0.02 26%
M11 chi2 metric 0.39 0.0% *** -0.02 27% -0.07 100% -0.02 26%
M12 Rogers & Tanimoto 0.62 0.0% *** 0.10 4% * 0.25 4% * -0.02 100%
M13 Sokal & Sneath 1 0.58 0.0% *** 0.10 4% * 0.21 19% -0.01 100%
M14 Simple matching 0.59 0.0% *** 0.08 30% 0.22 12% -0.02 100%
M15 Hamann -0.02 26% -0.02 26% 0.04 7% -0.02 26%
M16 主効果の相乗平均 0.57 0.0% *** -0.02 25% -0.02 27% -0.02 26%








表 3-9に 15分類の検証結果をまとめた。また同じく表 3-9に、デンドログラムの３類型へ
の分類を筆者が判断して記載した。図 3-3の実例の通り、ほとんど全てのデンドログラムが
明確な特徴を示し、判断に迷う事はなかった。図 3-4の箱ひげ図は、交差確認法による各分
類に含まれる要素数の変動を、横軸に i(= 1;    ; 15)番目の大きさの分類を置いて示したも
44
表 3-9. 均等性の検証: 分類の類型と要素数の多い上位半数のグループに含まれる要素数の
構成比
dissimilarity PAM法 ウォード法 群平均法 最長距離法 最短距離法
比率% 類型 比率% 類型 比率% 類型 比率% 類型 比率%
M1 交互作用統計量 66 A 75 B 85 B 64 C 99
M2 Cohen's Kappa 60 A 75 B 81 B 62 C 99
M3 Ochiai 69 A 73 B 86 B 82 C 99
M4 Jaccard 62 A 76 B 85 B 82 C 99
M5 Sokal & Sneath 2 62 A 78 B 85 B 83 C 99
M6 Czesanowski 63 A 74 B 85 B 82 C 99
M7 Psi 67 A 77 B 86 B 82 C 99
M8 Kulczynski 67 A 80 B 85 B 82 C 99
M9 Yule's Q 61 A 66 C 76 B 81 C 99
M10 Russel & Rao 77 A 83 B/C 89 B 84 C 99
M11 Rogers & Tanimoto 99 C 98 C 99 C 99 C 99
M12 2 metric 99 C 96 C 99 C 95 C 99
M13 Simple matching 99 C 98 C 99 C 99 C 99
M14 Sokal & Sneath 1 99 C 98 C 99 C 99 C 99
M15 Hamann 99 C 99 C 99 C 93 C 99
M16 主効果の相乗平均 99 C 98 C 99 C 99 C 99











































ジャンル B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15 計
1 邦 ポップ 19 104 35 22 40 15 36 42 38 0 0 0 0 0 0 351
2 ロック & ポップ 0 0 0 0 0 0 0 66 2 26 28 1 0 19 34 176
3 クラブ / ダンス 0 0 0 0 0 0 0 3 13 0 0 0 0 0 0 16
4 ハードロック / メタル 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 6
5 邦 ジャズ 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
6 洋 ジャズ 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2
7 キッズ 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
8 アニメ / ゲーム 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
9 ブラック / ソウル 0 0 0 0 1 0 0 8 1 0 2 33 0 0 0 45
10 ワールド 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0 3
11 ヒップホップ / ラップ 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 4 32 0 0 39
12 イージリスニング 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2
13 クラッシック Classic 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 3
14 レゲエ 0 0 0 0 2 0 0 3 0 0 0 1 1 0 0 7
計 19 107 35 22 43 15 36 141 54 26 32 39 33 19 34 655
行方向: 外的基準は POSデータと共にデータ提供者から提示された製品属性.






外的基準の音楽ジャンル区分の特徴として、表 3-10の 1行目と 2行目に相当する「１邦








み や Every Little Thingsのように女性ボーカルの魅力が強いアーティスト分類であり、「ビ


















析し、結果を表 3-12にまとめた。消費者と製品それぞれ 5通りの計 25通りの分類数につい
て計算し、表にはその集計値を記している。交互作用統計量と相関が高い類似係数にPAM
法かウォード法を用いた組合せでカイ二乗統計量が 200後半の高い値となり、好ましい結果






























































































B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B11 B12 B13 B14 B15
モーニング娘 504 62 38 5 6 0 5 9 8 1 7 0 0 3 3 651
邦 アイドル 433 525 404 86 31 6 27 52 23 0 25 1 0 2 1 1,616
邦 女性ボーカル 97 1,748 1,053 420 418 5 285 369 169 50 427 105 23 35 71 5,275
邦 ポップ 1 103 2,399 574 129 216 2 174 301 119 20 134 88 10 5 14 4,288
邦 ポップコア 72 1,607 363 99 96 2 94 232 64 13 64 25 4 5 15 2,755
一般 99 3,190 651 230 1,023 52 538 1,924 1,244 487 910 518 257 200 378 11,701
邦 ポップ 2 45 1,238 259 80 143 4 107 397 177 45 196 82 20 30 21 2,844
邦 ヒップホップ 8 544 107 31 952 246 227 333 151 35 101 130 230 36 60 3,191
邦 ポップパンク 29 531 71 22 218 8 413 136 37 7 58 17 9 9 27 1,592
邦 パンク 4 176 36 8 98 6 702 115 58 15 38 4 10 18 105 1,393
洋 ロック 17 547 109 60 192 6 180 1,333 753 1,258 541 192 118 734 666 6,706
洋 パンク 2 93 22 11 38 8 134 271 38 149 174 38 39 196 822 2,035
洋 ブラック/ソウル 22 676 127 33 622 53 82 540 154 60 603 1,624 664 60 63 5,383
洋 ヒップホップ 0 122 26 3 229 61 27 124 28 21 139 529 836 40 45 2,230
洋 女性ボーカル 10 337 51 17 116 3 33 528 153 155 776 395 98 92 93 2,857










表 3-12. 内的基準の検証: 製品分類と消費者分類のカイ二乗統計量のランキング




















M1 交互作用統計量 1.3 (0.5) 1.8 (1.0) 4.6 (1.9) 2.0 (0.0) 5.0 (1.8) 266 294 149 113 3
M2 Cohen's Kappa 4.1 (1.0) 3.2 (1.2) 1.9 (0.3) 1.0 (0.0) 10.0 (0.0) 249 294 163 139 2
M3 Psi 3.1 (1.9) 3.2 (0.8) 9.0 (0.0) 10.9 (1.4) 4.8 (1.6) 252 293 139 22 3
M4 Sokal and Sneath 2 5.1 (1.2) 6.0 (0.8) 6.0 (1.2) 7.2 (1.0) 7.5 (1.4) 246 282 145 30 2
M5 Jaccard 6.0 (1.2) 5.9 (0.7) 7.0 (0.9) 5.8 (1.0) 7.2 (1.2) 243 283 145 31 2
M6 Czesanowski 6.1 (1.4) 6.2 (1.1) 5.3 (1.3) 6.0 (1.3) 7.1 (1.8) 239 284 146 31 2
M7 Kulczynski 8.0 (0.7) 7.9 (0.3) 6.4 (1.4) 6.8 (1.5) 6.5 (1.8) 231 278 146 30 2
M8 Ochiai 2.6 (1.2) 1.8 (0.5) 3.8 (1.0) 4.4 (0.7) 3.8 (1.1) 258 296 149 31 3
M9 Yule's Q 9.6 (0.5) 9.6 (0.5) 1.1 (0.3) 3.0 (0.0) 11.4 (0.5) 187 257 168 34 1
M10 Russel and Rao 9.0 (1.1) 9.4 (0.5) 10.0 (0.0) 8.8 (0.7) 2.2 (0.8) 221 252 34 28 3
M11 カイ二乗距離 13.7 (0.8) 11.0 (0.0) 11.0 (0.0) 10.7 (0.7) 1.0 (0.0) 80 183 9 22 8
M12 Rogers and Tanimoto 11.0 (0.0) 12.0 (0.0) 13.9 (1.1) 12.9 (0.7) 14.1 (0.9) 139 118 1 16 1
M13 Sokal and Sneath 1 12.7 (0.4) 14.0 (0.0) 13.6 (1.1) 12.4 (1.0) 13.7 (1.1) 117 106 1 16 1
M14 Simple matching 12.7 (0.4) 13.0 (0.0) 13.4 (1.0) 13.0 (1.2) 13.7 (0.8) 117 113 1 16 1
M15 Hamann 15.0 (0.0) 16.0 (0.0) 15.0 (1.7) 15.0 (0.0) 15.8 (0.6) 3 1 1 2 0
M16 主効果の相乗平均 16.0 (0.0) 15.0 (0.0) 14.0 (1.6) 16.0 (0.0) 12.2 (1.6) 0 3 1 1 1




















































































































集合を提案し、購入候補の比較検討を支援するレコメンドシステム（Haubl & Trifts, 2000）
が、有効なマーケティングツールとなる。大半のレコメンドシステムは、消費者か製品の類
似関係を利用しており、このアプローチは、活性化拡散モデル（Collins & Loftus, 1975）や
ネットワークモデル（Aaker, 1996; Aaker, 2004）において消費者の関心がネットワーク上
を拡散し、関連して購買が起きるという考えに沿っている。すなわち、ある製品を購入した
り関心を持った消費者に、その製品と類似関係の高い別の製品をレコメンドして認知させる


































ロックス研究所のTapestry（Goldberg et al., 1992）とされる。またGroupLens（Resnick,
Iacovou, Suchak, Bergstrom & Riedl, 1994）は実際に運用されたシステムとして知られてい
る。３番目の分類である属性の対応と類似関係の両者を併用する手法は、ハイブリッドフィ














& Kamakura, 2000; Albatineh et al., 2006）、類似係数の選定基準についての定説は無い。
石田・西尾・椿 (2011)は、類似係数を交互作用統計量と主効果の関数として記述し、類似
係数の有効性が交互作用統計量との相関関係で解釈できる事を実証と合わせて示している。
類似係数の利用について、Iacobucci, Arabie & Bodapati (2000)は製品の類似評価に対し
てクラスター分析を行い、同様に消費者の類似評価に対してクラスター分析を行い、これ




（Shawe-Taylor & Cristianini, 2004）。本論で提案するモデルを含め、これらの３つのアプ
ローチの導出過程に関連は無いが、共に類似係数を用いて購買を説明するという共通点を
持っている。
本論では、消費者 iが製品 kを過去に購入したか否かが、その後に消費者 iが他の製品 j
を購入するか否かに影響を与えると考え、製品 jの購買確率の算式を条件付き確率として記
述する。これは、Breese, Heckerman & Kadie（1998）が利用者 aのアイテム jへの評価得



















































I = f1;    ; i;    ; ng n人の消費者の集合
A = fa1;    ; aj;    ; amg m個の製品の集合
U = fui;j j消費者 i(2 I)が製品 aj(2 A)を 1個以上購入した時に限り
ui;j = 1さもなくば ui;j = 0g
また、消費者 i(2 I)が製品 a; b(2 A)を１個以上購買する条件無しの周辺確率、条件付き
確率、同時確率をそれぞれ次の通り記す。以降、１個以上の購買数量の多少は区別しない。





購買する Pi(a \ b) Pi(a)  Pi(a \ b) Pi(a)
購買しない Pi(b)  Pi(a \ b) 1 + Pi(a \ b)  Pi(a)  Pi(b) 1  Pi(a)
計 Pi(b) 1  Pi(b) 1
59
Pi(a) 消費者 iが製品 aを購買する周辺確率
Pi(bja) 消費者 iが製品 aを購買した条件下で、製品 bを購買する条件付き確率
Pi(a \ b) 消費者 iが製品 aと bを共に購買する同時確率





2 = (r   1)s2i (a; b)
ただし、si(a; b) =
Pi(a \ b)  Pi(a)Pi(b)p
Pi(a)(1  Pi(a))Pi(b)(1  Pi(b))
(4.1)
カイ二乗値 2を試行回数 rで基準化して交互作用の正負に配慮して平方根をとった (4.1)
式の si(a; b)を、本論文では交互作用統計量と呼ぶ。このとき、消費者 iが製品 aを購買し
た場合に製品 bを購買する条件付き確率 Pi(bja = 1)は、(4.1)式を用いて
Pi(bja = 1) = Pi(a \ b)
Pi(a)






Pi(bja = 0) = Pi(b)  Pi(a \ b)
1  Pi(a)
= Pi(b)  si(a; b)
s
Pi(a)
1  Pi(a)Pi(b)(1  Pi(b)) (4.3)
(4.2)式と (4.3)式をまとめて、
Pi(bja) = Pi(b)









































次に、消費者 iの全購買履歴 fui;1;    ; ui;mg を条件とする製品 bの購買確率を推計するた
めに、先に述べた通り次の２つの仮定を制約として設ける。
仮定 1: 交互作用統計量 si(a; b)は消費者 iに依存しない。
























































































P = U  S (4.8)
ただし、P は消費者 iの aj 製品に対する購買確率 Pi(ajjA) を (i; j)要素に持つ行列、U =















消費者による購買確率の和を P (aj) =
P
i
ui;j=N と計算し、P (i)と P (aj)は独立であると仮
定して、
Pi(aj) =












の値を決める。図 4-2の通り、この項は購買の有無（ti;a = 1または 0）に












率 Pi(bjA)に従った購買により購買履歴U が得られるならば、Pi(bjA)の消費者 iについて








具体的な計算処理の手順は、まず各消費者のP (i)についてP 1i (bjA) = P (i) Pi(bjA)P
i
Pi(bjA)、次に





と計算し、Pi(bjA)を P 2i (bjA)の値で置き












ている。第１行では、周辺確率を定数と置いた場合の (4.7)式の s(a; b)に、代表的な類似係


















r 水準調整パラメータ 実験して最適値を選択（図 4-3参照）








pi(b) 消費者 iの製品 bの購買確率 P (i)P (b)r (4.9)式
pi(aj) 消費者 iの製品 ajの購買確率 P (i)P (aj)r (4.9)式
s(aj; b) 製品 ajと製品 bの交互作用統計量 購買履歴より推定



































の期間は 2002年 11月 1日から 2003年 12月 21日までの１年余りで、東京と大阪エリアの
計 5店の購買履歴が対象となっている。検証では、過去 6ヶ月間の購買履歴を学習データに
用いて翌月の購買を予測し、翌月の購買履歴を検証用データに用いて予測の一致を評価す










































jaccard(1) = interaction(1) 5回 7回 7回
interaction(1) = weighted(1) 5回 6回 6回
jaccard(2) = interaction(2) 0回 1回 2回




jaccard(1) > jaccard(2) 0回 0回 0回
interaction(1) > interaction(2) 6回 7回 7回
weighted(1) > weighted(2) 0回 1回 3回























































































順位 　　結果 要因アーティスト所属 結果アーティスト所属
1 25 松浦亜弥 79 後藤真希 アップフロントワークス アップフロントワークス
2 2 浜崎あゆみ 6 BoA avex avex




4 2 浜崎あゆみ 13 Every Little Thing avex avex












7 25 松浦亜弥 74 藤本美貴 アップフロントワークス アップフロントワークス
8 2 浜崎あゆみ 3 B'z avex ビーイング















表 4-7. 市場全体への影響が大きい上位 10位のアーティスト
No. 売上順位 要因アーティスト名 所属レコード会社名
1 2 浜崎あゆみ avex
2 6 BoA avex
3 16 TLC Sony Music Entertainment
4 13 Every Little Thing avex
5 1 CHEMISTRY ソニー・ミュージックエンタテインメント (日本)
6 11 宇多田ヒカル EMIミュージック・ジャパン
7 25 松浦亜弥 アップフロントワークス
8 22 ジェニファー・ロペス Sony Music Entertainment
9 26 中島美嘉 ソニー・ミュージックエンタテインメント (日本)



























































1.配置 m人の消費者と n個の製品を d次元のユークリッド空間に配置する。各消費者と
製品の位置は、各軸でそれぞれ独立に [ 1; 1]の範囲の一様乱数を d個発生して各座
標値とする。
2.購買判定 各消費者について平均 hの正規乱数で半径 r1を生成し、これを該当する消費
者の購買可能半径とする。同様に各製品について平均 1  hの正規乱数で半径 r2を
生成し、この製品の購買可能半径とする。そして消費者と製品の組合せについて、
お互いの半径の合計 r1 + r2と座標の距離Lを比較してL < r1 + r2の時に限り、平
均値が pmax(1  Lr1+r2 )の２項分布で購買の有無を決定する。
75
3.学習と検証データ 先のステップで判定した各消費者と製品の購買の組合せを、確率
q : 1  qで検証データと学習データに割り振る。
模擬ＰＯＳデータの作成方針として、周辺確率と交互作用統計量の分布が、実証に用いる
音楽ＣＤの販売データと一致するようにパラメータを設定する。試行を経て経験的に 1.消
費者数m = 20; 000、2.製品の数 n = 500、3.空間の次元数 d = 5、4.消費者の購買可能距










表 4-7. 市場全体への影響が大きい上位 10位のアーティスト
No. 売上順位 要因アーティスト名 所属レコード会社名
1 2 浜崎あゆみ avex
2 6 BoA avex
3 16 TLC Sony Music Entertainment
4 13 Every Little Thing avex
5 1 CHEMISTRY ソニー・ミュージックエンタテインメント (日本)
6 11 宇多田ヒカル EMIミュージック・ジャパン
7 25 松浦亜弥 アップフロントワークス
8 22 ジェニファー・ロペス Sony Music Entertainment
9 26 中島美嘉 ソニー・ミュージックエンタテインメント (日本)
10 44 １７５Ｒ EMIミュージック・ジャパン





























































Urban, Johnson & Hauser(1984)など







































































































張する研究へと発展し（Krider & Weinberg, 1998; Sawhney & Eliashberg, 1996; Lehmann



















































消費者n人のm個の製品の購買履歴データを表す行列M = fmi;jjmi;j 2 R; i = 1;    ; n; j =




















; (i = i1; i2)の２項分布の相関係数に
一致する。








ただし、e = (1;    ; 1)のm次行ベクトル。
このとき、内積の計算により容易に下式 (5.3)の成立を確認できる。











た消費者 i1と i2の距離 d(i1; i2)と内積 si1;i2または (ci1; ci2)との関係は、内積空間の一般
的な性質として次式で与えられる。























図 5-2. 中心的採択者 概念図
まず、概念図 5-2の通り、分析期間の購買履歴において、特定の製品を購入した消費者を






















例えば、製品 aと bの２種類あり、製品 aと bが交互作用統計量による評価で類似していれ






























を用いる。データ数は、音楽CD販売の購買履歴 707,085件 (消費者 101,307人, 製品 37,297











図 5-5. 中心的採択者数パラメータ評価 図 5-6. はずれ値人数比率パラメータ評価
各製品の中心的採択者を決めるため、「5.3.3.消費者の配置と選好の強さの検証法」の図
5-2.で記した、中心的採択者の人数N 人と、はずれ値の割合 p%の適当な水準を設定する。
図 5-5は、新製品の中で最も売上の多い「ｔ．Ａ．Ｔ．ｕ．」について、人数N を 1人から
10人と増やし、また、はずれ値の割合 p = 10%と固定して中心的採択者を求めた度数分布
である。なお、分布の形状はカーネル密度推定法で平滑化している。それらの中心的採択















人、はずれ値 p = 10%とした。
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り（Janson & Vegelius, 1981; Baulieu, 1989; Duarte et al., 1999; Wadel & Kamakula, 2000;













































が増えている事があろう。例えば、生命医学におけるゲノム解析 (Duarte. et al.,1999)や、
コンピューターシステムとしてのレコメンドシステム (芳賀, 2008)や、マーケティングにお
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製品/消費者 (2) × 階層的クラスター法 (4) × 類似度 (16)
図A-1-2 クラスターサイズ分布の交差確認（均等性）
製品/消費者 (2)×階層的クラスター法 (4)×類似度 (16)
2-fold交差確認× 50回＝ 100通りの分類に対する boxplot
表A-1-1 クラスターの大きさ上位半分の全体に対する比率（均等性）
本論の表 5の詳細データ、クラスター法 (5)別 10,15,20,25,30分類毎の集計
表A-1-2 再現性評価
本論の表 6の詳細データ、階層的クラスター法 (4)別 10,15,20,25,30分類毎の集計
表A-1-3 外的基準との独立性検証
本論の表 9の詳細データ、クラスター法 (5)別 10,15,20,25,30分類毎の集計
表A-1-4 消費者分類×製品分類の度数表における独立性検証（内的基準）




図 A-1-1. デンドログラム  1
図A-1-1-A-1. 製品分類× 1.ward法
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図 A-1-1. デンドログラム  2
図A-1-1-A-2. 製品分類× 2.群間平均法
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図 A-1-1. デンドログラム  3
図A-1-1-A-3. 製品分類× 3.最長距離法
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図 A-1-1. デンドログラム  4
図A-1-1-A-4. 製品分類× 4.最短距離法
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図 A-1-1. デンドログラム  5
図A-1-1-B-1. 消費者分類× 1.ward法
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図 A-1-1. デンドログラム  6
図A-1-1-B-2. 消費者分類× 2.群間平均法
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図 A-1-1. デンドログラム  7
図A-1-1-B-3. 消費者分類× 3.最長距離法
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図 A-1-1. デンドログラム  8
図A-1-1-B-4. 消費者分類× 4.最短距離法
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図 A-1-2. クラスターサイズ分布の交差確認  1
図A-1-2-A-1.　A.製品分類× 1.ward法
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図 A-1-2. クラスターサイズ分布の交差確認  2
図A-1-2-A-2.　A.製品分類× 2.群間平均法
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図 A-1-2. クラスターサイズ分布の交差確認  3
図A-1-2-A-3.　A.製品分類× 3.最長距離法
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図 A-1-2. クラスターサイズ分布の交差確認  4
図A-1-2-A-4.　A.製品分類× 4.最短距離法
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図 A-1-2. クラスターサイズ分布の交差確認  5
図A-1-2-B-1.　B.消費者分類× 1.ward法 15分類
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図 A-1-2. クラスターサイズ分布の交差確認  6
図A-1-2-B-2.　B.消費者分類× 2.群間平均法 15分類
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図 A-1-2. クラスターサイズ分布の交差確認  7
図A-1-2-B-3.　B.消費者分類× 3.最長距離法 15分類
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図 A-1-2. クラスターサイズ分布の交差確認  8
図A-1-2-B-4.　B.消費者分類× 4.最短距離法 15分類
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表 A-1-1. クラスターの大きさ上位半分  1
表A-1-1-1. クラスターの大きさ上位半分の全体に対する比率 － � PAM法
　　非類似度 10分類 15分類 20分類 25分類 30分類
M1 交互作用統計量 67 66 68 65 64
M2 Cohen's Kappa 63 60 59 60 61
M3 Psi 67 67 68 65 64
M4 Sokal and Sneath 2 65 62 65 64 64
M5 Jaccard 65 62 63 63 62
M6 Czesanowski 67 63 63 62 62
M7 Kulczynski 72 67 66 65 65
M8 Ochiai 72 69 69 70 68
M9 Yule's Q 62 61 59 62 63
M10 Russel and Rao 73 77 86 92 95
M11 カイ二乗距離 99 99 98 98 98
M12 Rogers and Tanimoto 99 99 98 98 98
M13 Sokal and Sneath 1 99 99 98 98 98
M14 Simple matching 99 99 98 98 98
M15 Hamann 99 99 98 98 98
M16 主効果の相乗平均 99 99 98 98 98
表A-1-1-2. クラスターの大きさ上位半分の全体に対する比率 － � ward法
　　非類似度 10分類 15分類 20分類 25分類 30分類
M1 交互作用統計量 77 75 75 74 73
M2 Cohen's Kappa 76 75 72 72 71
M3 Psi 79 77 76 74 73
M4 Sokal and Sneath 2 79 78 77 77 75
M5 Jaccard 77 76 75 74 73
M6 Czesanowski 76 74 73 72 71
M7 Kulczynski 81 80 79 78 76
M8 Ochiai 74 73 72 71 70
M9 Yule's Q 64 66 67 68 69
M10 Russel and Rao 86 83 80 78 77
M11 カイ二乗距離 96 96 95 95 95
M12 Rogers and Tanimoto 97 97 97 97 97
M13 Sokal and Sneath 1 98 98 98 98 97
M14 Simple matching 98 98 98 98 97
M15 Hamann 99 99 98 98 98
M16 主効果の相乗平均 84 98 98 98 98
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表 A-1-1. クラスターの大きさ上位半分  2
表A-1-1-3. クラスターの大きさ上位半分の全体に対する比率 － � 群間平均法
　　非類似度 10分類 15分類 20分類 25分類 30分類
M1 交互作用統計量 84 85 85 84 84
M2 Cohen's Kappa 80 81 81 81 80
M3 Psi 88 86 85 84 84
M4 Sokal and Sneath 2 86 85 84 83 83
M5 Jaccard 86 85 84 83 83
M6 Czesanowski 86 85 84 83 83
M7 Kulczynski 86 85 84 83 83
M8 Ochiai 87 86 85 84 83
M9 Yule's Q 76 76 76 75 74
M10 Russel and Rao 91 89 87 87 86
M11 カイ二乗距離 99 99 98 98 98
M12 Rogers and Tanimoto 99 99 98 98 98
M13 Sokal and Sneath 1 99 99 98 98 98
M14 Simple matching 99 99 98 98 98
M15 Hamann 99 99 98 98 98
M16 主効果の相乗平均 99 99 98 98 98
表A-1-1-4. クラスターの大きさ上位半分の全体に対する比率 － � 最長距離法
　　非類似度 10分類 15分類 20分類 25分類 30分類
M1 交互作用統計量 62 64 67 68 69
M2 Cohen's Kappa 60 62 63 64 65
M3 Psi 85 82 80 78 76
M4 Sokal and Sneath 2 85 83 80 78 76
M5 Jaccard 85 82 80 78 76
M6 Czesanowski 85 82 80 77 76
M7 Kulczynski 85 82 80 78 76
M8 Ochiai 85 82 79 77 75
M9 Yule's Q 83 81 78 76 74
M10 Russel and Rao 85 84 82 81 79
M11 カイ二乗距離 95 95 94 94 94
M12 Rogers and Tanimoto 97 97 98 98 97
M13 Sokal and Sneath 1 99 99 98 98 98
M14 Simple matching 99 99 98 98 98
M15 Hamann 81 93 97 98 97
M16 主効果の相乗平均 99 99 98 98 98
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表 A-1-1. クラスターの大きさ上位半分  3
表A-1-1-5. クラスターの大きさ上位半分の全体に対する比率 － � 最短距離法
　　非類似度 10分類 15分類 20分類 25分類 30分類
M1 交互作用統計量 99 99 98 98 98
M2 Cohen's Kappa 99 99 98 98 98
M3 Psi 99 99 98 98 98
M4 Sokal and Sneath 2 99 99 98 98 98
M5 Jaccard 99 99 98 98 98
M6 Czesanowski 99 99 98 98 98
M7 Kulczynski 99 99 98 98 98
M8 Ochiai 99 99 98 98 98
M9 Yule's Q 99 99 98 98 98
M10 Russel and Rao 99 99 98 98 98
M11 カイ二乗距離 99 99 98 98 98
M12 Rogers and Tanimoto 99 99 98 98 98
M13 Sokal and Sneath 1 99 99 98 98 98
M14 Simple matching 99 99 98 98 98
M15 Hamann 99 99 98 98 98
M16 主効果の相乗平均 99 99 98 98 98
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表 A-1-2. クラスターの再現性評価  1
表A-1-2-1. クラスターの再現性評価率 － � ward法
非類似度 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類
一致度 p 値 一致度 p 値 一致度 p 値 一致度 p 値 一致度 p 値
M1 交互作用統計量 0.41 0.0% *** 0.35 0.0% *** 0.33 0.0% *** 0.31 0.0% *** 0.30 0.0% ***
M2 Cohen's Kappa 0.37 0.0% *** 0.32 0.0% *** 0.31 0.0% *** 0.30 0.0% *** 0.29 0.0% ***
M3 Psi 0.40 0.0% *** 0.36 0.0% *** 0.33 0.0% *** 0.31 0.0% *** 0.29 0.0% ***
M4 Sokal and Sneath 2 0.37 0.0% *** 0.31 0.0% *** 0.28 0.0% *** 0.27 0.0% *** 0.26 0.0% ***
M5 Jaccard 0.37 0.0% *** 0.31 0.0% *** 0.28 0.0% *** 0.28 0.0% *** 0.27 0.0% ***
M6 Czesanowski 0.37 0.0% *** 0.32 0.0% *** 0.30 0.0% *** 0.28 0.0% *** 0.28 0.0% ***
M7 Kulczynski 0.36 0.0% *** 0.32 0.0% *** 0.28 0.0% *** 0.26 0.0% *** 0.25 0.0% ***
M8 Ochiai 0.36 0.0% *** 0.33 0.0% *** 0.32 0.0% *** 0.32 0.0% *** 0.32 0.0% ***
M9 Yule's Q 0.41 0.0% *** 0.38 0.0% *** 0.38 0.0% *** 0.36 0.0% *** 0.36 0.0% ***
M10 Russel and Rao 0.38 0.0% *** 0.39 0.0% *** 0.35 0.0% *** 0.32 0.0% *** 0.29 0.0% ***
M11 カイ二乗距離 0.34 0.0% *** 0.39 0.0% *** 0.43 0.0% *** 0.44 0.0% *** 0.44 0.0% ***
M12 Rogers and Tanimoto 0.27 0.0% *** 0.26 0.0% *** 0.29 0.0% *** 0.30 0.0% *** 0.29 0.0% ***
M13 Sokal and Sneath 1 0.62 0.0% *** 0.58 0.0% *** 0.59 0.0% *** 0.55 0.0% *** 0.55 0.0% ***
M14 Simple matching 0.57 0.0% *** 0.59 0.0% *** 0.58 0.0% *** 0.56 0.0% *** 0.55 0.0% ***
M15 Hamann -0.01 12% -0.02 26% -0.03 100% -0.04 100% -0.02 74%
M16 主効果の相乗平均 0.59 0.0% *** 0.57 0.0% *** 0.60 0.0% *** 0.59 0.0% *** 0.58 0.0% ***
表A-1-2-2. クラスターの再現性評価 － � 群間平均法
非類似度 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類
一致度 p 値 一致度 p 値 一致度 p 値 一致度 p 値 一致度 p 値
M1 交互作用統計量 0.55 0.0% *** 0.52 0.0% *** 0.50 0.0% *** 0.46 0.0% *** 0.46 0.0% ***
M2 Cohen's Kappa 0.54 0.0% *** 0.49 0.0% *** 0.46 0.0% *** 0.45 0.0% *** 0.45 0.0% ***
M3 Psi 0.50 0.0% *** 0.51 0.0% *** 0.48 0.0% *** 0.45 0.0% *** 0.44 0.0% ***
M4 Sokal and Sneath 2 0.48 0.0% *** 0.46 0.0% *** 0.43 0.0% *** 0.41 0.0% *** 0.39 0.0% ***
M5 Jaccard 0.48 0.0% *** 0.45 0.0% *** 0.43 0.0% *** 0.40 0.0% *** 0.40 0.0% ***
M6 Czesanowski 0.48 0.0% *** 0.45 0.0% *** 0.42 0.0% *** 0.40 0.0% *** 0.40 0.0% ***
M7 Kulczynski 0.49 0.0% *** 0.46 0.0% *** 0.43 0.0% *** 0.41 0.0% *** 0.42 0.0% ***
M8 Ochiai 0.49 0.0% *** 0.49 0.0% *** 0.46 0.0% *** 0.44 0.0% *** 0.41 0.0% ***
M9 Yule's Q 0.46 0.0% *** 0.40 0.0% *** 0.37 0.0% *** 0.34 0.0% *** 0.34 0.0% ***
M10 Russel and Rao -0.01 94% 0.02 85% 0.04 49% 0.04 50% 0.07 19%
M11 カイ二乗距離 -0.01 13% -0.02 27% -0.03 100% -0.04 100% -0.04 100%
M12 Rogers and Tanimoto 0.50 0.0% *** 0.60 0.0% *** 0.54 0.0% *** 0.54 0.0% *** 0.53 0.0% ***
M13 Sokal and Sneath 1 0.11 14% 0.10 4.2% * 0.08 12% 0.08 25% 0.11 5.0% *
M14 Simple matching 0.12 14% 0.08 30% 0.08 12% 0.07 28% 0.10 5.2%
M15 Hamann -0.01 11% -0.02 26% -0.03 100% -0.04 100% -0.05 100%
M16 主効果の相乗平均 -0.01 12% -0.02 25% -0.03 100% -0.04 100% -0.05 100%
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表 A-1-2. クラスターの再現性評価  2
表A-1-2-3. クラスターの再現性評価 － � 最長距離法
非類似度 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類
一致度 p 値 一致度 p 値 一致度 p 値 一致度 p 値 一致度 p 値
M1 交互作用統計量 0.19 0.0% *** 0.15 0.0% *** 0.14 0.0% *** 0.14 0.0% *** 0.15 0.0% ***
M2 Cohen's Kappa 0.19 0.0% *** 0.17 0.0% *** 0.18 0.0% *** 0.19 0.0% *** 0.20 0.0% ***
M3 Psi -0.18 100% -0.15 100% -0.10 100% -0.06 100% -0.02 100%
M4 Sokal and Sneath 2 -0.20 100% -0.15 100% -0.10 100% -0.05 100% 0.00 96%
M5 Jaccard -0.19 100% -0.15 100% -0.10 100% -0.04 100% 0.00 95%
M6 Czesanowski -0.19 100% -0.15 100% -0.10 100% -0.05 100% 0.00 79%
M7 Kulczynski -0.20 100% -0.15 100% -0.10 100% -0.04 100% 0.00 96%
M8 Ochiai -0.19 100% -0.14 100% -0.09 100% -0.04 100% 0.00 96%
M9 Yule's Q -0.17 100% -0.12 100% -0.07 100% -0.02 100% 0.02 18%
M10 Russel and Rao -0.20 100% -0.17 100% -0.10 100% -0.05 100% 0.00 96%
M11 カイ二乗距離 -0.06 100% -0.07 100% -0.09 100% -0.06 100% -0.03 100%
M12 Rogers and Tanimoto 0.06 98% 0.05 85% 0.06 95% 0.12 49% 0.09 25%
M13 Sokal and Sneath 1 0.21 49% 0.21 19% 0.31 0.1% ** 0.21 0.1% *** 0.19 0.2% **
M14 Simple matching 0.19 50% 0.22 12% 0.30 0.4% ** 0.24 0.0% *** 0.19 0.1% ***
M15 Hamann 0.05 0.0% *** 0.04 6.5% 0.04 46% 0.04 5.7% 0.04 48%
M16 主効果の相乗平均 -0.01 12% -0.02 27% -0.03 100% -0.04 100% -0.05 100%
表A-1-2-4. クラスターの再現性評価 － � 最短距離法
非類似度 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類
一致度 p 値 一致度 p 値 一致度 p 値 一致度 p 値 一致度 p 値
M1 交互作用統計量 0.04 100% 0.07 39% 0.07 69% 0.10 26% 0.12 13.9%
M2 Cohen's Kappa 0.03 100% 0.04 39% 0.05 71% 0.08 32% 0.10 17.8%
M3 Psi 0.03 100% 0.08 40% 0.08 30% 0.08 26% 0.09 31.0%
M4 Sokal and Sneath 2 0.05 19% 0.06 40% 0.07 31% 0.10 11% 0.12 5.7%
M5 Jaccard 0.04 100% 0.05 43% 0.09 28% 0.11 12% 0.13 5.4%
M6 Czesanowski 0.06 20% 0.07 42% 0.08 28% 0.11 11% 0.12 6.9%
M7 Kulczynski 0.06 100% 0.07 44% 0.09 31% 0.10 9% 0.14 2.2% *
M8 Ochiai 0.05 17% 0.05 41% 0.07 29% 0.08 29% 0.12 4.5% *
M9 Yule's Q 0.00 100% -0.01 100% -0.01 100% 0.00 70% -0.01 82.5%
M10 Russel and Rao -0.01 12% -0.02 26% -0.03 100% -0.03 100% -0.04 100.0%
M11 カイ二乗距離 -0.01 12% -0.02 26% -0.03 100% -0.04 100% -0.05 100.0%
M12 Rogers and Tanimoto -0.01 12% -0.01 100% -0.01 100% -0.02 100% -0.01 73.0%
M13 Sokal and Sneath 1 -0.01 100% -0.01 100% -0.01 100% -0.01 100% -0.01 74.1%
M14 Simple matching -0.01 100% -0.02 100% -0.01 100% -0.01 100% 0.00 74.3%
M15 Hamann -0.01 12% -0.02 26% -0.03 100% -0.04 100% -0.05 100.0%
M16 主効果の相乗平均 -0.01 11% -0.02 26% -0.03 100% -0.04 100% -0.05 100.0%
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表 A-1-3. 外的基準との独立性検証  1
表A-1-3-1. 外的基準との独立性検証 － 製品分類数別 � PAM法
非類似度 2 統計量の順位 2=d:f:
10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類
M1 交互作用統計量 1 4 8 1 1 9.1 7.1 5.9 6.1 5.8
M2 Cohen's Kappa 6.5 5 2 5 4.5 7.9 7.0 6.6 5.7 5.1
M3 Psi 6.5 8 9 3 2 7.9 6.7 5.8 6.0 5.6
M4 Sokal and Sneath 2 3.5 6.5 7 7 8 8.2 6.8 5.9 5.0 4.7
M5 Jaccard 3.5 6.5 5 8 9 8.2 6.8 6.0 5.0 4.7
M6 Czesanowski 10 1 5 6 4.5 6.9 7.3 6.0 5.6 5.1
M7 Kulczynski 8 9 10 10 10 7.1 6.4 5.7 4.7 4.5
M8 Ochiai 2 2 3 2 3 8.8 7.3 6.6 6.1 5.3
M9 Yule's Q 9 10 5 9 7 6.9 5.7 6.0 4.7 5.0
M10 Russel and Rao 5 3 1 4 6 8.0 7.2 6.8 5.8 5.0
M11 カイ二乗距離 15 15 11 11 11 1.3 1.1 2.3 1.9 1.9
M12 Rogers and Tanimoto 11 11 12 12 12 3.6 2.5 1.9 1.6 1.6
M13 Sokal and Sneath 1 12.5 12.5 13.5 13.5 13.5 3.3 2.3 1.7 1.4 1.2
M14 Simple matching 12.5 12.5 13.5 13.5 13.5 3.3 2.3 1.7 1.4 1.2
M15 Hamann 16 16 16 16 16 0.4 0.3 0.2 0.2 0.2
M16 主効果の相乗平均 14 14 15 15 15 2.7 2.1 1.6 1.3 1.2
表A-1-3-2. 外的基準との独立性検証 － 製品分類数別 � ward法
非類似度 2 統計量の順位 2=d:f:
10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類
M1 交互作用統計量 5 2 3 2 3 10.0 8.7 7.3 6.4 5.8
M2 Cohen's Kappa 4 4 5 5 5 10.0 8.5 7.1 6.2 5.4
M3 Psi 2 3 4 3.5 4 10.2 8.5 7.3 6.3 5.6
M4 Sokal and Sneath 2 8 8 8 8 8 8.9 7.3 6.4 5.6 5.0
M5 Jaccard 7 7 7 7 7 8.9 7.6 6.5 5.8 5.1
M6 Czesanowski 6 6 6 6 6 9.3 7.9 6.6 5.9 5.2
M7 Kulczynski 9 9 9 9 9 8.6 7.1 6.3 5.5 5.0
M8 Ochiai 3 1 2 1 1 10.2 8.7 7.4 6.6 5.8
M9 Yule's Q 1 5 1 3.5 2 10.2 8.5 7.4 6.3 5.8
M10 Russel and Rao 11 10 10 10 10 5.8 5.2 4.8 4.5 4.2
M11 カイ二乗距離 10 11 11 11 11 6.0 5.0 4.4 4.1 3.7
M12 Rogers and Tanimoto 13 12 12 13 13 1.6 1.6 1.4 1.4 1.4
M13 Sokal and Sneath 1 16 16 15 15 16 1.1 1.1 1.1 1.1 1.3
M14 Simple matching 15 14 14 14 15 1.3 1.2 1.1 1.1 1.3
M15 Hamann 14 15 16 16 14 1.5 1.2 1.0 1.1 1.3
M16 主効果の相乗平均 12 13 13 12 12 2.0 1.5 1.2 1.5 1.5
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表 A-1-3. 外的基準との独立性検証  2
表A-1-3-3. 外的基準との独立性検証 － 製品分類数別 � 群間平均法
非類似度 2 統計量の順位 2=d:f:
10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類
M1 交互作用統計量 1 1 1 1 1 9.5 7.6 6.7 6.1 5.7
M2 Cohen's Kappa 2 3 3 4 4 9.1 7.3 6.4 5.8 5.3
M3 Psi 5 2 2 2 2 8.8 7.4 6.5 6.0 5.6
M4 Sokal and Sneath 2 9 8 6 8 7 8.5 7.0 6.2 5.5 5.2
M5 Jaccard 7 6 7 7 5 8.6 7.0 6.1 5.6 5.3
M6 Czesanowski 6 9 8 5 8 8.6 6.9 6.1 5.7 5.2
M7 Kulczynski 8 5 5 6 6 8.6 7.0 6.2 5.6 5.2
M8 Ochiai 3 4 4 3 3 8.9 7.1 6.3 5.8 5.4
M9 Yule's Q 4 7 9 9 9 8.8 7.0 6.0 5.2 4.9
M10 Russel and Rao 10 10 10 10 10 4.1 4.0 3.9 3.9 3.8
M11 カイ二乗距離 11 11 11 11 11 1.9 1.8 1.8 2.2 2.0
M12 Rogers and Tanimoto 14 14 14 16 16 0.3 0.3 0.3 0.4 0.8
M13 Sokal and Sneath 1 16 15.5 15 14 15 0.2 0.2 0.3 0.5 0.8
M14 Simple matching 15 15.5 16 15 14 0.2 0.2 0.2 0.5 0.9
M15 Hamann 13 13 13 13 13 1.5 1.2 1.0 1.0 1.4
M16 主効果の相乗平均 12 12 12 12 12 1.7 1.4 1.7 1.6 1.5
表A-1-3-4. 外的基準との独立性検証 － 製品分類数別 � 最長距離法
非類似度 2 統計量の順位 2=d:f:
10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類
M1 交互作用統計量 2 2 2 2 2 7.3 5.6 4.8 4.3 4.1
M2 Cohen's Kappa 1 1 1 1 1 7.5 5.7 5.1 4.7 4.3
M3 Psi 10 10 10 10 6 3.6 3.7 3.6 3.8 3.9
M4 Sokal and Sneath 2 9 6.5 8 9 7 3.9 4.0 3.8 3.9 3.9
M5 Jaccard 7 9 5.5 5 8 4.0 3.9 3.9 4.0 3.8
M6 Czesanowski 4 5 5.5 7 9 4.2 4.0 3.9 3.9 3.8
M7 Kulczynski 6 4 7 6 10 4.0 4.1 3.9 4.0 3.7
M8 Ochiai 5 8 4 4 4 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0
M9 Yule's Q 3 3 3 3 3 4.3 4.2 4.2 4.1 4.1
M10 Russel and Rao 8 6.5 9 8 5 3.9 4.0 3.8 3.9 3.9
M11 カイ二乗距離 11 11 11 11 11 2.4 2.5 2.5 2.4 2.5
M12 Rogers and Tanimoto 16 16 14 16 16 1.0 0.9 0.7 0.7 0.9
M13 Sokal and Sneath 1 15 15 15 14 15 1.2 0.9 0.7 0.8 1.2
M14 Simple matching 14 14 16 15 14 1.3 0.9 0.6 0.8 1.2
M15 Hamann 13 12 13 13 13 1.4 1.6 1.4 1.3 1.4
M16 主効果の相乗平均 12 13 12 12 12 1.7 1.5 1.7 1.6 1.5
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表 A-1-3. 外的基準との独立性検証  3
表A-1-3-5. 外的基準との独立性検証 － 製品分類数別 � 最短距離法
非類似度 2 統計量の順位 2=d:f:
10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類
M1 交互作用統計量 9 9 4.5 1 2 3.1 3.5 3.6 3.6 3.5
M2 Cohen's Kappa 7 8 2 2 3 3.5 3.8 3.9 3.6 3.3
M3 Psi 8 5.5 3 4 1 3.2 3.8 3.7 3.5 3.7
M4 Sokal and Sneath 2 3 5.5 6 7 6 4.4 3.8 3.5 3.2 3.1
M5 Jaccard 2 7 8 6 7 4.5 3.8 3.3 3.2 3.0
M6 Czesanowski 6 3 9 8 9 4.1 4.0 3.2 3.2 3.0
M7 Kulczynski 1 4 7 9 5 4.6 3.9 3.4 3.2 3.1
M8 Ochiai 5 2 4.5 5 8 4.2 4.1 3.6 3.4 3.0
M9 Yule's Q 11 12 12 12 12 1.7 1.2 1.0 1.1 1.0
M10 Russel and Rao 4 1 1 3 4 4.4 4.5 4.0 3.5 3.3
M11 カイ二乗距離 10 10 10 10 10 1.8 1.8 2.0 2.2 2.0
M12 Rogers and Tanimoto 16 15 15 15 15 0.2 0.2 0.3 0.5 0.8
M13 Sokal and Sneath 1 15 15 16 14 14 0.2 0.2 0.3 0.6 0.9
M14 Simple matching 14 15 13 13 13 0.2 0.2 0.3 0.6 0.9
M15 Hamann 13 13 14 16 16 0.3 0.4 0.3 0.3 0.3
M16 主効果の相乗平均 12 11 11 11 11 1.7 1.6 1.7 1.6 1.5
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表 A-1-4. 消費者分類×製品分類の独立性検証-1
表A-1-4-1. 消費者分類×製品分類の度数表における独立性検証 � PAM法
製品分類
2 順位 2=d:f:
非類似度 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類
10 分類 2 2 1 2 2 715 486 373 303 254
M1 15 分類 1 1 1 1 1 499 350 270 218 184
交互作用統計量 20 分類 1 1 1 1 1 378 271 210 170 144
25 分類 1 1 2 2 2 315 229 179 146 123
30 分類 1 1 1 1 1 265 195 153 125 106
10 分類 3 3 3 3 3 672 475 365 296 247
M2 15 分類 5 4 4 4 5 449 323 250 204 170
Cohen's Kappa
20 分類 6 4 3.5 4 6 339 248 193 159 132
25 分類 5 4 5 3 4 285 211 164 138 115
30 分類 6 4 4 4 4 242 182 141 118 99
10 分類 8 7 4 4 4 620 451 359 292 245
M3 15 分類 6 3 2 2 2 448 330 265 215 180
Psi
20 分類 5 2 2 2 2 347 259 208 169 142
消 25 分類 4 2 1 1 1 289 221 181 148 125
30 分類 5 3 2 2 2 242 186 151 124 105
費 10 分類 4.5 4.5 5 7 5 667 466 355 282 244
M4 15 分類 3.5 5.5 5 6 4 451 317 245 195 171
者 Sokal and
Sneath 2
20 分類 3.5 5.5 6 7 4.5 348 246 192 153 133
25 分類 3 5 3 6 5 294 211 166 132 115
分 30 分類 3 6 6 7 6 246 177 139 112 97
10 分類 4.5 4.5 7.5 6 7 667 466 353 283 238
類 M5 15 分類 3.5 5.5 6 5 7 451 317 245 196 165
Jaccard
20 分類 3.5 5.5 7 6 7 348 246 192 154 130
25 分類 6 7 7 7 7 279 200 156 126 108
30 分類 4 7 7 6 7 244 176 138 112 95
10 分類 7 8 7.5 5 6 621 447 353 285 243
M6 15 分類 8 7 7 7 6 408 305 241 194 166
Czesanowski
20 分類 8 7 3.5 5 4.5 326 244 193 155 133
25 分類 7 6 4 5 6 274 208 164 133 115
30 分類 8 5 5 5 5 230 179 141 115 99
10 分類 9 6 6 8 8 600 453 354 277 235
M7 15 分類 9 8 8 8 8 403 302 237 186 159
Kulczynski
20 分類 9 8 8 8 8 309 233 188 149 128
25 分類 9 8 8 8 8 254 191 155 123 105
30 分類 9 8 8 8 8 223 170 137 110 94
10 分類 1 1 2 1 1 723 495 372 304 255
M8 15 分類 2 2 3 3 3 484 337 252 207 174
Ochiai
20 分類 2 3 5 3 3 365 257 193 159 135
25 分類 2 3 6 4 3 299 218 164 137 116
30 分類 2 2 3 3 3 259 190 143 120 102
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表 A-1-4. 消費者分類×製品分類の独立性検証-2
表A-1-4-1. 消費者分類×製品分類の度数表における独立性検証 � PAM法（続き）
製品分類
2 順位 2=d:f:
非類似度 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類
10 分類 10 10 10 10 10 400 335 276 227 186
M9 15 分類 10 10 10 10 10 272 236 199 161 135
Yule's Q
20 分類 10 10 9 9 9 228 213 183 147 124
25 分類 10 10 9 9 9 185 172 148 119 102
30 分類 10 10 9 9 9 156 146 125 102 87
10 分類 6 9 9 9 9 638 425 317 252 209
M10 15 分類 7 9 9 9 9 433 290 216 172 143
Russel and
Rao
20 分類 7 9 10 10 10 329 221 166 132 110
25 分類 8 9 10 10 10 272 183 137 109 91
30 分類 7 9 10 10 10 230 155 116 93 77
10 分類 12 14 14 14 14 224 145 111 89 75
M11 15 分類 14 14 14 14 14 145 94 72 58 49
カイ二乗距離 20 分類 12 14 14 14 14 127 82 63 53 45消 25 分類 12 14 14 14 14 99 64 50 42 35
30 分類 12 14 14 14 14 95 63 49 41 34
費 10 分類 11 11 11 11 11 376 264 201 168 150
M12 15 分類 11 11 11 11 11 252 178 137 116 104
者 Rogers and
Tanimoto
20 分類 11 11 11 11 11 194 138 106 90 81
25 分類 11 11 11 11 11 156 112 86 73 66
分 30 分類 11 11 11 11 11 139 99 76 64 59
10 分類 13.5 12.5 12.5 12.5 12.5 224 237 186 155 136
類 M13 15 分類 12.5 12.5 12.5 12.5 12.5 155 174 136 113 100
Sokal and
Sneath 1
20 分類 13.5 12.5 12.5 12.5 12.5 117 132 103 87 77
25 分類 13.5 12.5 12.5 12.5 12.5 98 109 85 71 62
30 分類 13.5 12.5 12.5 12.5 12.5 84 92 73 61 53
10 分類 13.5 12.5 12.5 12.5 12.5 224 237 186 155 136
M14 15 分類 12.5 12.5 12.5 12.5 12.5 155 174 136 113 100
Simple
matching
20 分類 13.5 12.5 12.5 12.5 12.5 117 132 103 87 77
25 分類 13.5 12.5 12.5 12.5 12.5 98 109 85 71 62
30 分類 13.5 12.5 12.5 12.5 12.5 84 92 73 61 53
10 分類 15 15 15 15 15 9 6 5 4 3
M15 15 分類 15 15 15 15 15 6 4 3 3 2
Hammann
20 分類 15 15 15 15 15 4 3 2 2 2
25 分類 15 15 15 15 15 3 2 2 2 1
30 分類 15 15 15 15 15 3 2 2 1 1
10 分類 16 16 16 16 16 0 0 0 0 0
M16 15 分類 16 16 16 16 16 0 0 0 0 0
主効果の相乗平
均
20 分類 16 16 16 16 16 2 1 1 1 1
25 分類 16 16 16 16 16 1 1 1 1 0
30 分類 16 16 16 16 16 1 1 1 0 0
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表 A-1-4. 消費者分類×製品分類の独立性検証-3
表A-1-4-2. 消費者分類×製品分類の度数表における独立性検証 � ward法
製品分類
2 順位 2=d:f:
非類似度 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類
10 分類 3 3 3 3 3 794 546 415 334 280
M1 15 分類 2 1 2 2 2 555 388 297 241 202
交互作用統計量 20 分類 1 1 1 1 1 430 305 235 191 161
25 分類 2 1 1 1 1 350 250 194 158 133
30 分類 1 1 1 1 1 296 212 165 135 114
10 分類 1 1 1 1 1 805 550 419 337 283
M2 15 分類 3 3 3 4 3.5 554 385 296 239 202
Cohen's Kappa
20 分類 3 4 3 4 4 427 300 233 189 159
25 分類 4 4 4 4 4 347 247 191 156 132
30 分類 3 4 4 4 4 293 209 163 133 113
10 分類 4 4 4 4 4 779 537 410 331 278
M3 15 分類 4 4 4 3 3.5 548 385 295 240 202
Psi
20 分類 4 3 4 3 3 424 301 233 189 160
消 25 分類 3 2 3 3 2 347 248 192 157 133
30 分類 4 3 3 3 3 292 210 163 134 113
費 10 分類 7 7 7 7 6 747 523 403 327 276
M4 15 分類 6 6 5 5 5 525 372 288 235 199
者 Sokal and
Sneath 2
20 分類 6 7 5 6 5 404 289 225 184 156
25 分類 7 7 6 6 5 329 237 185 152 129
分 30 分類 6 7 6 6 5 278 200 157 129 110
10 分類 6 6 6 5 5 751 527 403 329 276
類 M5 15 分類 7 7 7 6 6 521 370 286 234 197
Jaccard
20 分類 7 6 6 5 6 403 289 225 184 156
25 分類 6 6 5 5 6 329 237 186 152 129
30 分類 7 5 5 5 6 278 202 158 130 110
10 分類 5 5 5 6 7 770 532 405 328 276
M6 15 分類 5 5 6 7 7 529 373 286 233 197
Czesanowski
20 分類 5 5 7 8 8 409 290 223 182 154
25 分類 5 5 7 7 7 334 239 185 151 128
30 分類 5 6 7 8 7 280 202 157 129 110
10 分類 8 8 8 8 8 732 514 398 322 272
M7 15 分類 8 8 8 8 8 513 366 284 232 196
Kulczynski
20 分類 8 8 8 7 7 398 285 223 182 154
25 分類 8 8 8 8 8 325 234 185 151 128
30 分類 8 8 8 7 8 275 199 157 129 110
10 分類 2 2 2 2 2 804 549 418 337 282
M8 15 分類 1 2 1 1 1 557 388 298 242 203
Ochiai
20 分類 2 2 2 2 2 428 302 234 190 160
25 分類 1 3 2 2 3 350 248 193 157 133
30 分類 2 2 2 2 2 295 211 164 134 114
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表 A-1-4. 消費者分類×製品分類の独立性検証-4
表A-1-4-2. 消費者分類×製品分類の度数表における独立性検証 � ward法（続き）
製品分類
2 順位 2=d:f:
非類似度 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類
10 分類 9 9 9 9 10 685 496 385 310 260
M9 15 分類 9 9 9 10 10 464 342 268 217 184
Yule's Q
20 分類 9 9 10 10 10 351 260 205 167 141
25 分類 9 10 10 10 10 283 210 166 136 115
30 分類 9 10 10 10 10 237 177 141 115 98
10 分類 10 10 10 10 9 628 480 378 309 262
M10 15 分類 10 10 10 9 9 427 335 267 220 187
Russel and
Rao
20 分類 10 10 9 9 9 326 259 209 173 148
25 分類 10 9 9 9 9 265 212 172 143 123
30 分類 10 9 9 9 9 223 179 146 122 105
10 分類 11 11 11 11 11 486 339 264 214 176
M11 15 分類 11 11 11 11 11 332 238 187 153 126
カイ二乗距離 20 分類 11 11 11 11 11 255 186 147 122 102消 25 分類 11 11 11 11 11 208 154 122 102 86
30 分類 11 11 11 11 11 175 131 105 89 75
費 10 分類 12 12 12 12 13 246 212 187 171 151
M12 15 分類 12 12 12 12 12 172 149 131 120 108
者 Rogers and
Tanimoto
20 分類 12 12 12 12 12 133 116 102 94 85
25 分類 12 12 12 12 12 109 95 84 77 70
分 30 分類 12 12 12 12 12 92 81 72 66 60
10 分類 14 14 14 14 14 211 186 175 157 147
類 M13 15 分類 14 14 14 14 14 145 129 121 109 102
Sokal and
Sneath 1
20 分類 14 14 14 14 14 111 99 94 84 80
25 分類 14 14 14 14 14 91 81 77 69 65
30 分類 14 14 14 14 14 77 69 65 59 56
10 分類 13 13 13 13 12 229 205 186 160 153
M14 15 分類 13 13 13 13 13 157 141 128 111 107
Simple
matching
20 分類 13 13 13 13 13 121 109 99 86 83
25 分類 13 13 13 13 13 98 89 81 71 68
30 分類 13 13 13 13 13 83 75 69 60 58
10 分類 16 16 16 16 16 1 1 1 1 1
M15 15 分類 16 16 16 16 16 1 1 1 1 1
Hammann
20 分類 16 16 16 16 16 1 1 1 1 1
25 分類 16 16 16 16 16 1 1 1 1 1
30 分類 16 16 16 16 16 1 1 1 1 1
10 分類 15 15 15 15 15 6 4 4 3 3
M16 15 分類 15 15 15 15 15 4 3 3 2 2
主効果の相乗平
均
20 分類 15 15 15 15 15 3 3 2 2 2
25 分類 15 15 15 15 15 3 2 2 2 2
30 分類 15 15 15 15 15 3 2 2 2 1
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表 A-1-4. 消費者分類×製品分類の独立性検証-5
表A-1-4-3. 消費者分類×製品分類の度数表における独立性検証 � 群間平均法
製品分類
2 順位 2=d:f:
非類似度 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類
10 分類 3 3 3 6 4 398 275 212 171 147
M1 15 分類 3 3 3 6 6 275 192 149 121 104
Cross
20 分類 3 4 4 7 8 211 149 118 96 83
25 分類 3 4 4 7 8 175 123 98 81 70
30 分類 3 3 3 7 8 151 108 86 71 62
10 分類 1 2 2 2 2 426 292 227 185 158
M2 15 分類 2 2 2 2 2 293 203 161 133 115
Cohen
20 分類 2 2 2 2 2 232 165 131 109 94
25 分類 1 2 2 2 2 195 138 111 93 81
30 分類 1 2 2 2 2 167 119 97 81 71
10 分類 9 9 9 9 9 349 255 201 164 140
M3 15 分類 9 9 9 9 9 245 181 144 118 101
Psi
20 分類 9 9 9 9 9 187 139 112 93 80
消 25 分類 9 9 8 9 9 157 118 96 80 69
30 分類 9 9 9 9 9 134 102 82 69 60
費 10 分類 7 8 8 8 8 384 266 205 169 143
M4 15 分類 6 6 7 5 8 263 186 146 122 104
者 Sokal and
Sneath 2
20 分類 6 5 5 5 5 202 145 115 97 84
25 分類 6 6 6 5 4 167 120 96 82 72
分 30 分類 6 5 6 5 5 144 104 83 72 63
10 分類 8 6 7 5 5 383 269 209 172 146
類 M5 15 分類 8 8 8 7 7 259 184 144 121 104
Jaccard
20 分類 8 7 8 6 7 200 144 114 97 83
25 分類 8 7 7 6 6 165 119 96 81 72
30 分類 8 8 7 6 6 141 103 83 72 63
10 分類 5 7 6 4 7 388 267 209 172 145
M6 15 分類 4 7 6 3 5 266 185 147 123 105
Czesanowski
20 分類 7 8 7 4 4 202 143 115 98 85
25 分類 5 5 5 4 5 168 120 97 83 72
30 分類 5 6 5 4 3 145 104 85 74 64
10 分類 4 5 5 7 6 390 270 210 171 146
M7 15 分類 5 5 4 8 4 266 186 147 120 105
Kulczynski
20 分類 5 6 6 8 6 204 144 115 96 84
25 分類 7 8 9 8 7 166 119 95 80 70
30 分類 7 7 8 8 7 143 103 83 71 63
10 分類 6 4 4 3 3 385 274 211 174 149
M8 15 分類 7 4 5 4 3 262 188 147 123 106
Ochiai
20 分類 4 3 3 3 3 208 151 120 101 88
25 分類 4 3 3 3 3 170 124 99 84 73
30 分類 4 4 4 3 4 145 107 86 74 64
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表 A-1-4. 消費者分類×製品分類の独立性検証-6
表A-1-4-3. 消費者分類×製品分類の度数表における独立性検証 � 群間平均法（続き）
製品分類
2 順位 2=d:f:
非類似度 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類
10 分類 2 1 1 1 1 424 298 233 192 166
M9 15 分類 1 1 1 1 1 299 214 170 143 125
Yules Q
20 分類 1 1 1 1 1 237 171 139 117 103
25 分類 2 1 1 1 1 192 140 114 97 86
30 分類 2 1 1 1 1 163 119 97 83 74
10 分類 10 10 10 10 10 47 46 44 43 45
M10 15 分類 10 10 10 10 10 41 40 39 39 39
Russel and
Rao
20 分類 10 10 10 10 10 34 35 33 32 33
25 分類 10 10 10 10 10 30 30 28 28 28
30 分類 10 10 10 10 10 26 26 25 24 25
10 分類 11 11 11 11 11 11 10 10 11 10
M11 15 分類 11 11 11 11 11 12 10 10 10 9
Chi
20 分類 11 11 11 11 11 11 10 9 9 8
消 25 分類 11 11 11 11 11 10 9 9 9 8
30 分類 11 11 11 11 11 10 8 8 8 8
費 10 分類 12 12 12 12 12 1 1 1 1 1
M12 15 分類 12 12 12 12 12 1 1 1 1 1
者 Rogers and
Tanimoto
20 分類 12 12 12 12 12 1 1 1 1 1
25 分類 12 12 12 12 12 1 1 1 1 1
分 30 分類 12 12 12 12 12 1 1 1 1 1
10 分類 15.5 14 13 15 13 1 1 1 1 1
類 M13 15 分類 15 15 15 15 14 1 1 1 1 1
Sokal and
Sneath 1
20 分類 16 14 15 14 15 1 1 1 1 1
25 分類 15 14 15 14 14 1 1 1 1 1
30 分類 13 13 13 13 14 1 1 1 1 1
10 分類 15.5 15 14 16 14 1 1 1 1 1
M14 15 分類 14 14 14 14 13 1 1 1 1 1
Simple
20 分類 15 13 14 15 14 1 1 1 1 1
25 分類 14 13 14 13 13 1 1 1 1 1
30 分類 14 14 14 14 13 1 1 1 1 1
10 分類 13 13 16 14 16 1 1 1 1 1
M15 15 分類 13 13 16 16 16 1 1 1 0 0
Hammann
20 分類 13 15 16 16 16 1 1 0 0 0
25 分類 16 16 16 16 16 1 0 0 0 0
30 分類 16 16 16 16 16 1 0 0 0 0
10 分類 14 16 15 13 15 1 0 1 1 1
M16 15 分類 16 16 13 13 15 1 1 1 1 1
Volume
20 分類 14 16 13 13 13 1 0 1 1 1
25 分類 13 15 13 15 15 1 1 1 1 1
30 分類 15 15 15 15 15 1 1 1 1 1
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表 A-1-4. 消費者分類×製品分類の独立性検証-7
表A-1-4-4. 消費者分類×製品分類の度数表における独立性検証 � 最長距離法
製品分類
2 順位 2=d:f:
非類似度 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類
10 分類 2 2 2 2 2 291 203 158 132 113
M1 15 分類 2 2 2 2 2 203 144 115 97 83
Cross
20 分類 2 2 2 2 2 154 111 89 76 66
25 分類 2 2 2 2 2 127 92 75 64 55
30 分類 2 2 2 2 2 109 80 65 57 49
10 分類 1 1 1 1 1 328 229 183 152 130
M2 15 分類 1 1 1 1 1 243 174 142 120 103
Cohen
20 分類 1 1 1 1 1 196 142 117 100 87
25 分類 1 1 1 1 1 163 121 100 86 75
30 分類 1 1 1 1 1 141 104 87 75 65
10 分類 14 12 10 10 10 20 24 26 27 26
M3 15 分類 14 11 10 10 10 19 23 25 26 25
Psi
20 分類 13 11 10 10 10 18 21 23 24 23
消 25 分類 13 11 10 10 10 17 19 22 22 22
30 分類 13 11 10 10 10 16 18 20 21 21
費 10 分類 9 7 7 8 5 38 39 38 36 35
M4 15 分類 7 6 5 8 7 34 33 33 32 30
者 Sokal and
Sneath 2
20 分類 7 8 7 8 7 30 30 29 28 27
25 分類 7 8 8 8 8 28 27 27 26 24
分 30 分類 7 8 6 8 6 25 25 25 24 23
10 分類 5 5 6 4 8 43 39 38 38 34
類 M5 15 分類 6 5 8 6 6 36 34 32 32 30
Jaccard
20 分類 6 5 5 5 5 32 31 29 29 27
25 分類 5 5 6 6 6 29 28 27 27 25
30 分類 6 6 8 6 7 26 25 25 24 23
10 分類 4 6 5 5 7 44 39 39 37 34
M6 15 分類 4 7 7 7 5 37 33 32 32 30
Czesanowski
20 分類 4 7 8 7 6 33 30 29 29 27
25 分類 4 6 5 7 5 30 28 27 27 25
30 分類 4 7 7 7 8 27 25 25 24 22
10 分類 8 8 8 7 9 38 39 38 36 34
M7 15 分類 8 8 6 5 8 33 33 33 32 29
Kulczynski
20 分類 8 6 6 6 8 30 31 29 29 27
25 分類 8 7 7 5 7 27 28 27 27 25
30 分類 8 4 4 5 5 25 26 25 25 23
10 分類 6 4 4 6 4 42 40 39 37 35
M8 15 分類 5 4 4 4 4 37 35 34 33 31
Ochiai
20 分類 5 4 4 4 4 32 32 30 30 28
25 分類 6 4 4 4 4 29 28 28 27 26
30 分類 5 5 5 4 4 27 26 25 25 24
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表 A-1-4. 消費者分類×製品分類の独立性検証-8
表A-1-4-4. 消費者分類×製品分類の度数表における独立性検証 � 最長距離法（続き）
製品分類
2 順位 2=d:f:
非類似度 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類
10 分類 3 3 3 3 3 46 46 42 40 37
M9 15 分類 3 3 3 3 3 41 39 37 35 32
Yules Q
20 分類 3 3 3 3 3 36 35 34 32 30
25 分類 3 3 3 3 3 32 32 31 29 27
30 分類 3 3 3 3 3 30 30 29 27 26
10 分類 7 9 9 9 6 39 37 37 36 34
M10 15 分類 9 9 9 9 9 33 30 30 30 29
Russel and
Rao
20 分類 9 9 9 9 9 28 27 28 27 26
25 分類 9 9 9 9 9 25 24 25 24 24
30 分類 9 9 9 9 9 24 22 23 23 22
10 分類 12 10 11 11 11 30 29 25 25 24
M11 15 分類 10 10 11 11 11 26 25 22 22 21
Chi
20 分類 10 10 11 11 11 25 24 21 20 19
消 25 分類 10 10 11 11 11 22 22 20 19 18
30 分類 10 10 11 11 11 21 21 19 18 18
費 10 分類 13 14 14 14 14 21 17 15 14 14
M12 15 分類 13 14 14 14 14 20 16 14 13 13
者 Rogers and
Tanimoto
20 分類 14 12 12 13 14 18 15 13 12 12
25 分類 14 13 12 14 14 17 13 12 11 12
分 30 分類 14 12 12 14 14 16 13 12 11 11
10 分類 11 13 12 13 12 32 23 20 19 20
類 M13 15 分類 11 12 12 12 12 24 18 16 15 16
Sokal and
Sneath 1
20 分類 12 14 13 14 12 19 14 13 12 13
25 分類 11 12 13 12 12 18 14 12 12 12
30 分類 12 14 13 12 12 17 12 11 11 11
10 分類 10 11 13 12 13 34 24 20 19 20
M14 15 分類 12 13 13 13 13 23 17 15 15 14
Simple
20 分類 11 13 14 12 13 20 14 13 13 13
25 分類 12 14 14 13 13 17 13 11 11 12
30 分類 11 13 14 13 13 17 13 11 11 11
10 分類 15 15 15 15 15 2 2 1 1 1
M15 15 分類 15 15 15 15 15 2 2 1 1 1
Hammann
20 分類 15 15 15 15 15 2 2 2 2 1
25 分類 15 15 15 15 15 2 2 2 2 2
30 分類 15 15 15 15 15 2 2 2 2 2
10 分類 16 16 16 16 16 0 0 1 1 1
M16 15 分類 16 16 16 16 16 1 1 1 1 1
Volume
20 分類 16 16 16 16 16 1 1 1 1 1
25 分類 16 16 16 16 16 1 1 1 1 1
30 分類 16 16 16 16 16 1 1 1 1 1
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表A-1-4-5. 消費者分類×製品分類の度数表における独立性検証 � 最短距離法
製品分類
2 順位 2=d:f:
非類似度 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類
10 分類 8 10 7 6 6 3 2 3 3 3
M1 15 分類 6 4 4 4 4 3 3 3 3 3
Cross
20 分類 5 5 4 5 7 2 2 3 3 2
25 分類 3 4 6 5 5 3 3 2 3 2
30 分類 3 4 6 5 4 3 2 2 3 3
10 分類 10 8 10 10 10 2 2 2 2 2
M2 15 分類 10 10 10 10 10 2 2 2 2 2
Cohen
20 分類 10 10 10 10 10 2 2 2 2 2
25 分類 10 10 10 10 10 2 2 2 2 2
30 分類 10 10 10 10 10 2 2 2 2 2
10 分類 9 9 8 7 9 2 2 3 3 3
M3 15 分類 9 5 7 5 8 2 3 3 3 2
Psi
20 分類 6 4 6 4 4 2 3 2 3 3
消 25 分類 4 5 4 4 4 3 3 3 3 3
30 分類 5 3 5 3 3 2 3 2 3 3
費 10 分類 7 7 9 9 4 3 3 3 3 3
M4 15 分類 5 7 6 8 5 3 2 3 2 3
者 Sokal and
Sneath 2
20 分類 8 9 7 8 6 2 2 2 2 2
25 分類 8 6 8 8 9 2 2 2 2 2
分 30 分類 9 7 9 6 8 2 2 2 2 2
10 分類 6 5 6 8 5 3 3 3 3 3
類 M5 15 分類 8 8 9 6 7 2 2 2 2 2
Jaccard
20 分類 7 7 9 7 9 2 2 2 2 2
25 分類 5 8 7 7 8 3 2 2 2 2
30 分類 4 9 7.5 8 6 2 2 2 2 2
10 分類 4 6 4 4 8 3 3 3 3 3
M6 15 分類 7 6 5 7 9 3 2 3 2 2
Czesanowski
20 分類 9 6 8 9 5 2 2 2 2 3
25 分類 7 9 9 9 7 2 2 2 2 2
30 分類 7 8 7.5 7 9 2 2 2 2 2
10 分類 3 4 5 5 7 3 3 3 3 3
M7 15 分類 4 9 8 9 6 3 2 2 2 3
Kulczynski
20 分類 4 8 5 6 8 2 2 2 2 2
25 分類 9 7 3 6 6 2 2 3 2 2
30 分類 8 6 3 9 7 2 2 2 2 2
10 分類 5 3 3 3 3 3 3 3 3 3
M8 15 分類 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
Ochiai
20 分類 3 3 3 3 3 2 3 3 3 3
25 分類 2 3 5 3 3 3 3 3 3 3
30 分類 6 5 4 4 5 2 2 2 3 2
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表A-1-4-5. 消費者分類×製品分類の度数表における独立性検証 � 最短距離法（続き）
製品分類
2 順位 2=d:f:
非類似度 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類 10 分類 15 分類 20 分類 25 分類 30 分類
10 分類 11 11 12 12 12 1 1 1 1 1
M9 15 分類 11 11 12 12 12 1 1 1 1 1
Yules Q
20 分類 12 11 12 11 11 1 1 1 1 1
25 分類 12 11 11 12 11 1 1 1 1 1
30 分類 11 11 11 11 11 1 1 1 1 1
10 分類 2 2 2 2 2 3 3 4 4 3
M10 15 分類 2 2 2 2 2 4 4 3 3 3
Russel and
Rao
20 分類 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3
25 分類 6 2 2 2 2 3 3 3 3 3
30 分類 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3
10 分類 1 1 1 1 1 11 11 10 10 9
M11 15 分類 1 1 1 1 1 9 9 9 8 8
Chi
20 分類 1 1 1 1 1 9 9 8 8 7
消 25 分類 1 1 1 1 1 8 7 7 7 7
30 分類 1 1 1 1 1 8 8 7 7 6
費 10 分類 13 13 13 14 13 1 1 1 1 1
M12 15 分類 12 13 15 15 13 1 1 1 1 1
者 Rogers and
Tanimoto
20 分類 13 13.5 14 14 14.5 1 1 1 1 1
25 分類 13.5 13 15 15 15 1 1 1 1 1
分 30 分類 14 13 15 14 14 1 1 1 1 1
10 分類 16 14 15 15 15 1 1 1 1 1
類 M13 15 分類 13 14 13 14 15 1 1 1 1 1
Sokal and
Sneath 1
20 分類 14 13.5 13 15 13 1 1 1 1 1
25 分類 13.5 15 13 14 14 1 1 1 1 1
30 分類 12 12 14 13 12.5 1 1 1 1 1
10 分類 15 15 14 13 14 1 1 1 1 1
M14 15 分類 14 15 14 13 14 1 1 1 1 1
Simple
20 分類 15 15 15 13 14.5 1 1 1 1 1
25 分類 15 14 14 13 13 1 1 1 1 1
30 分類 13 14 13 12 12.5 1 1 1 1 1
10 分類 14 16 16 16 16 1 0 0 0 0
M15 15 分類 15 16 16 16 16 0 0 0 0 0
Hammann
20 分類 16 16 16 16 16 0 0 0 0 0
25 分類 16 16 16 16 16 0 0 0 0 0
30 分類 16 16 16 16 16 0 0 0 0 0
10 分類 12 12 11 11 11 1 1 1 1 1
M16 15 分類 16 12 11 11 11 0 1 1 1 1
Volume
20 分類 11 12 11 12 12 1 1 1 1 1
25 分類 11 12 12 11 12 1 1 1 1 1
30 分類 15 15 12 15 15 0 1 1 1 1
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表A-1-5. アーティスト名一覧
1. モーニング娘。
No 　　名称 度数 No 　　名称 度数
1 松浦亜弥 258 2 モーニング娘。 187
3 後藤真希 136 4 藤本美貴 120
5 ごまっとう（後藤真希、松浦亜弥、藤本美貴） 95 6 ７ＡＩＲ・ＳＡＬＴ５・１１ＷＡＴＥＲ 66
7 モーニング娘。さくら組 65 8 モーニング娘。おとめ組 63
9 ソニン 60 10 安倍なつみ 57
11 安倍麻美 53 12 メロン記念日 49
13 ミニモニ。 47 14 カントリー娘。に紺野と藤本（モーニング娘。） 39
15 カントリー娘。に石川梨華 32 16 ミニモニ。と高橋愛＋４ＫＩＤＳ 31
17 ＲＯＭＡＮＳ 31 18 ミニハムず 28
19 ＺＹＸ 28
2. J ポップ
No 　　名称 度数 No 　　名称 度数
1 ＣＨＥＭＩＳＴＲＹ 760 2 中島美嘉 601
3 Ｂ ’ｚ 532 4 ＥＸＩＬＥ 490
5 ＳＭＡＰ 432 6 宇多田ヒカル 413
7 平井堅 412 8 桑田佳祐 407
9 Ｍｒ．Ｃｈｉｌｄｒｅｎ 379 10 サザンオールスターズ 348
11 ＭＩＮＭＩ 318 12 ＭＩＳＩＡ 313
13 一青窈 305 14 森山直太朗 302
15 Ｉ　ＷｉＳＨ 272 16 福山雅治 267
17 ａｉｋｏ 255 18 ＲＵＩ（柴咲コウ） 242
19 元ちとせ 224 20 鬼束ちひろ 211
21 Ｔｈｅ　Ｇｏｓｐｅｌｌｅｒｓ 198 22 矢井田瞳 195
23 ＢＥＧＩＮ 181 24 ＫｉｎＫｉ　Ｋｉｄｓ 178
25 ＵＡ 177 26 ポルノグラフィティ 175
27 山崎まさよし 171 28 ゆず 170
29 アニメ 159 30 光永亮太 152
31 ＢＵＭＰ　ＯＦ　ＣＨＩＣＫＥＮ 152 32 氷室京介 151
33 久保田利伸 143 34 スガシカオ 136
35 ＴＡＫ　ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ 135 36 山下達郎 130
37 中島みゆき 124 38 Ｓｏｗｅｌｕ 123
39 林明日香 117 40 ＧＬＡＹ 116
41 Ｓｋｏｏｐ　Ｏｎ　Ｓｏｍｅｂｏｄｙ 107 42 松任谷由実 98
43 ＴＯＫＩＯ 97 44 稲葉浩志 89
45 槇原敬之 86 46 Ｖ６ 81
47 竹内まりや 80 48 嵐 78
49 ゲーム・ミュージック 76 50 スピッツ 74
51 片瀬那奈 74 52 コブクロ 69
53 Ｒｕｐｐｉｎａ 69 54 長渕剛 68
55 ＲＡＧ　ＦＡＩＲ 67 56 ＣＨＡＧＥ　＆　ＡＳＫＡ 64
57 ＴＵＢＥ 61 58 ｃｕｎｅ 61
59 ＤＲＥＡＭＳ　ＣＯＭＥ　ＴＲＵＥ 61 60 小柳ゆき 60
61 くず 59 62 桜庭裕一郎（長瀬智也） 59
63 ３Ｂ　ＬＡＢ．☆ 57 64 浜田省吾 56
65 布袋寅泰 55 66 松たか子 55
67 柴咲コウ 54 68 中森明菜 53
69 ＩＳＳＡ 53 70 サッズ（Ｓａｄｓ／ＳＡＤＳ） 53
71 ＢＲＥＡＴＨ 50 72 柴田淳 50
73 タッキー＆翼 49 74 ＬＯＶＥ　ＰＳＹＣＨＥＤＥＬＩＣＯ 45
75 ＹＭＯ（イエロー・マジック・オーケストラ） 43 76 鈴木雅之 42
77 小泉今日子 42 78 徳永英明 40
79 ＫＯＫＩＡ 39 80 時給８００円 38
81 Ｊ－ＦＲＩＥＮＤＳ 38 82 ＣＨＡＲＣＯＡＬ　ＦＩＬＴＥＲ 37
83 キンモクセイ 34 84 ＹＡＩＫＯ（矢井田瞳） 34
85 大滝詠一 33 86 川嶋あい 32
87 Ｌｙｒｉｃｏ（露崎春女） 30 88 斉藤和義 30
89 ＤＡ　ＰＵＭＰ 30 90 坂本真綾 29
91 星村麻衣 27 92 Ｋｉｒｏｒｏ 27
93 高橋真梨子 25 94 ＢＵＣＫ－ＴＩＣＫ 25
95 ＴＨＥ　ＢＯＯＭ 25 96 ＭＹ　ＬＩＴＴＬＥ　ＬＯＶＥＲ 25
97 川口大輔 24 98 安全地帯 24
99 ＤＥＥＮ 24 100 森田童子 23
101 ＳＡＹＡＫＡ 21 102 山口百恵 20
103 ＳＩＮＧ　ＬＩＫＥ　ＴＡＬＫＩＮＧ 20 104 藤井フミヤ 20
105 佐藤竹善 20 106 ＪＵＤＹ　ＡＮＤ　ＭＡＲＹ 20
107 小島麻由美 20
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3. J 女性ボーカル
No 　　名称 度数 No 　　名称 度数
1 浜崎あゆみ 760 2 Ｅｖｅｒｙ　Ｌｉｔｔｌｅ　Ｔｈｉｎｇ 522
3 Ｄｏ　Ａｓ　Ｉｎｆｉｎｉｔｙ 321 4 倉木麻衣 286
5 倖田來未 230 6 ｄａｙ　ａｆｔｅｒ　ｔｏｍｏｒｒｏｗ 223
7 島谷ひとみ 178 8 愛内里菜 170
9 ＺＯＮＥ 108 10 ＳＰＥＥＤ 97
11 Ｔｏｍｍｙ　ｆｅｂｒｕａｒｙ６ 90 12 上戸彩 82
13 ｔｈｅ　ｂｒｉｌｌｉａｎｔ　ｇｒｅｅｎ 57 14 ＹＵＫＩ 56
15 ｓｈｅｌａ 52 16 ＴＡＫ　ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ　ｆｅａｔ．ＺＡＲＤ 50
17 ｍｏｖｅ 49 18 ＧＡＲＮＥＴ　ＣＲＯＷ 47
19 ｈｉｔｏｍｉ 45 20 ＹｅＬＬＯＷ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ 40
21 Ｔｏｍｍｙ　ｈｅａｖｅｎｌｙ６ 37 22 Ｈｙｓｔｅｒｉｃ　Ｂｌｕｅ 37
23 上原あずみ 32 24 ＴＡＫ　ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ　ｆｅａｔ．倉木麻衣 32
25 大黒摩季 32 26 ＺＡＲＤ 31
27 ＰＵＦＦＹ 30 28 ｈｉｒｏ 28
29 織田裕二 27 30 ｄｒｅａｍ 26
31 三枝夕夏　ＩＮ　ｄｂ 26 32 相川七瀬 25
33 ＢＯＮ－ＢＯＮ　ＢＬＡＮＣＯ 23 34 Ｆｏｌｄｅｒ　５ 21
35 推定少女 21
4. J ビジュアル系
No 　　名称 度数 No 　　名称 度数
1 ｇｌｏｂｅ 200 2 Ｌ ’Ａｒｃ～ｅｎ～Ｃｉｅｌ 134
3 ＨＹＤＥ（ｈｙｄｅ） 104 4 玉置成実 90
5 Ｊａｎｎｅ　Ｄａ　Ａｒｃ 90 6 Ｇａｃｋｔ 84
7 ｗ－ｉｎｄｓ． 60 8 Ｔ．Ｍ．Ｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ 56
9 ＳＯＰＨＩＡ 54 10 Ｖｉｖｉａｎ　Ｏｒ　Ｋａｚｕｍａ 43
11 Ｓｅｅ－Ｓａｗ 40 12 ＴＥＴＳＵ６９ 37
13 石井竜也 33 14 Ｃｙｂｅｒ　Ｘ　ｆｅａｔ．　Ｔｏｍｉｋｏ　Ｖａ
ｎ
29
15 Ｄｉｒ　ｅｎ　ｇｒｅｙ 27 16 ＴＭ　ＮＥＴＷＯＲＫ 27
17 ＰＩＥＲＲＯＴ 23 18 ＴＫ　ＰＲＥＳＥＮＴＳ（ＴＥＴＳＵＹＡ　ＫＯＭ
ＵＲＯ）
21
19 Ｓ．Ｏ．Ａ．Ｐ 21 20 Ｃｙｂｅｒ　Ｘ　ｆｅａｔ．ｍｉｓｏｎｏ 21
21 Ｃｙｂｅｒ　Ｘ　ｆｅａｔ．ＫＥＩＫＯ 20 22 ＫＥＩＫＯ 20
5. J ヒップホップ
No 　　名称 度数 No 　　名称 度数
1 ケツメイシ 402 2 ＫＩＣＫ　ＴＨＥ　ＣＡＮ　ＣＲＥＷ 335
3 Ｄｒａｇｏｎ　Ａｓｈ 334 4 ＲＩＰ　ＳＬＹＭＥ 325
5 ＳＯＵＬ ’ｄ　ＯＵＴ 269 6 Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｋａｙ 246
7 ＳＵＩＴＥ　ＣＨＩＣ 189 8 ＤＯＵＢＬＥ 161
9 インターナショナル～レゲエ～ 150 10 Ｓｏｕｌｈｅａｄ 146
11 ｍ－ｆｌｏ 139 12 ＺＥＥＢＲＡ（ジブラ） 130
13 安室奈美恵 129 14 オレンジレンジ 120
15 Ｄｒａｇｏｎ　Ａｓｈ、麻波２５、ＳＯＵＲＣＥ 114 16 ＰＵＳＨＩＭ 106
17 ＡＩ 74 18 Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｋａｙ　ｌｏｖｅｓ　Ｍ－ＦＬＯ 70
19 キングギドラ 69 20 ＭＯＯＭＩＮ 66
21 ＬＩＳＡ　（ｍ－ｆｌｏ／元ＬｉＳＡ） 61 22 ＦＩＲＥ　ＢＡＬＬ 57
23 Ｍ－ＦＬＯ　ｌｏｖｅｓ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｋａｙ 57 24 ＲＨＹＭＥＳＴＥＲ 57
25 Ｈｅａｒｔｓｄａｌｅｓ 52 26 ｍ－ｆｌｏ　ｌｏｖｅｓ　ｍｅｌｏｄｙ．＆山本領
平
51
27 ＰＡＬＭ　ＤＲＩＶＥ 48 28 麻波２５ 38
29 ＭＩＳＳ　ＭＯＮＤＡＹ 37 30 Ｓｕｇａｒ　Ｓｏｕｌ 35
31 ＭＩＧＨＴＹ　ＣＲＯＷＮ 33 32 インディア．アリー 31
33 Ｒｅｔｒｏ　Ｇ－Ｓｔｙｌｅ 30 34 Ｋｅｙｃｏ 27
35 Ｈｏｍｅ　Ｇｒｏｗｎ 26 36 ＨＩ－Ｄ 26
37 アルファ 25 38 Ｆ．Ｏ．Ｈ（Ｆｕｌｌ　Ｏｆ　Ｈａｒｍｏｎｙ） 24
39 ａｋｉ－ｌａ 24 40 エレファント・マン 22
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6. J ラップ
No 　　名称 度数 No 　　名称 度数
1 Ｓ－ＷＯＲＤ 64 2 ＯＺＲＯＳＡＵＲＵＳ 49
3 餓鬼レンジャー 39 4 ＳＰＨＥＲＥ　ｏｆ　ＩＮＦＬＵＥＮＣＥ 39
5 Ｋ－ＤＵＢ　ＳＨＩＮＥ 33 6 童子－Ｔ 30
7 ＸＢＳ 28 8 ＤＡＢＯ 27
9 ＡＱＵＡＲＩＵＳ（ＤＥＬＩ　＆　ＹＡＫＫＯ） 23 10 ＭＵＲＯ 23
11 ＤＪ　ＭＡＳＴＥＲＫＥＹ（ＭＡＳＴＥＲＫＥＹ） 22 12 ＤＯＢＥＲＭＡＮ　ＩＮＣ 22
13 ＤＪ　ＹＵＴＡＫＡ 21 14 ＭＡＣＫＡ－ＣＨＩＮ 21
15 ＵＺＩ（ウヂ） 21
7. J パンク
No 　　名称 度数 No 　　名称 度数
1 ロードオブメジャー 415 2 ＨＹ 389
3 １７５Ｒ 371 4 ＦＬＯＷ 211
5 ＭＯＮＧＯＬ　８００ 178 6 ＧＯＩＮＧ　ＳＴＥＡＤＹ 132
7 ＳＨＡＫＡＬＡＢＢＩＴＳ（ＳＨＡＫＡ　ＬＡＢＢ
ＩＴＳ）
117 8 ガガガＳＰ 96
9 ＨＡＷＡＩＩＡＮ　６ 93 10 Ｂ－ＤＡＳＨ 91
11 ＴＨＥ　ＳＴＡＮＤ　ＵＰ 84 12 太陽族 81
13 ＮＩＣＯＴＩＮＥ 58 14 ＰＯＴＳＨＯＴ 58
15 １０－ＦＥＥＴ 53 16 ＪＡＰＡＨＡＲＩＮＥＴ 52
17 ＳＴＡＮＣＥ　ＰＵＮＫＳ 43 18 ＢＥＡＴ　ＣＲＵＳＡＤＥＲＳ 38
19 ＢＢＱ　Ｃｈｉｃｋｅｎｓ 36 20 耳切坊主（みみちりぼうず） 33
21 Ｈｉ－ＳＴＡＮＤＡＲＤ 32 22 ＥＬＬＥＧＡＲＤＥＮ 31
23 向風 31 24 ＬＯＷ　ＩＱ　０１ 29
25 オナニーマシーン 28 26 ＢＩＶＡＴＴＣＨＥＥ 26
27 ＳＨＡＣＨＩ 25 28 ＭＯＬＭＯＴＴ 24
29 ＨＩＧＨＷＡＹ６１ 24 30 ＣＨＡＮＧＥ　ＵＰ 22
31 Ｍｕｓｔａｎｇ！！ 22 32 ＳＡＢＯＴＥＮ 22
33 ｔｈｅ　ｂａｎｄ　ａｐａｒｔ 21 34 ＨＥＡＶＹ　ＨＩＴＴＥＲ♂　＆　Ｔｈｅ　Ｆｒｉ
ｅｎｄｓ
21
35 ＤＯＭＩＮＯ８８ 21 36 藍坊主 20
8. 脱ジャンル
No 　　名称 度数 No 　　名称 度数
1 エミネム 400 2 女子十二楽坊 216
3 ザ・ビートルズ 180 4 氣志團 152
5 スティーヴィー・ワンダー 149 6 エリック・クラプトン 139
7 ボン・ジョヴィ 119 8 シェリル・クロウ 118
9 エイジアン・ダブ・ファウンデイション 116 10 ＨＡＬＣＡＬＩ 115
11 マイケル・ジャクソン 112 12 ＧＯ！　ＧＯ！　７１８８ 105
13 サンタナ 104 14 スティング 101
15 リラクゼーション／ヒーリング 90 16 夏川りみ 85
17 ↑ＴＨＥ　ＨＩＧＨ－ＬＯＷＳ↓ 83 18 シュガー・レイ 78
19 オアシス 77 20 オーディオスレイヴ 76
21 ＬＩＶ 75 22 ビョーク 75
23 他：クラシック 70 24 アース・ウインド＆ファイアー 68
25 Ｆａｙｒａｙ 64 26 ＳＡＫＵＲＡ 63
27 ダモーン 61 28 アメリカン・ハイファイ 59
29 ザ　ローリング　ストーンズ 57 30 ＲＩＺＥ 55
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8. 脱ジャンル（続き）
No 　　名称 度数 No 　　名称 度数
31 レッド・ツェッペリン 55 32 ラス・ケチャップ 55
33 小田和正 54 34 アンドリュー　Ｗ．Ｋ． 54
35 はなわ 53 36 キャロル 52
37 ウルフルズ 52 38 ＴＨＥ　ＢＬＵＥ　ＨＥＡＲＴＳ 51
39 エルヴィス・コステロ 47 40 ジェット 47
41 パール・ジャム 47 42 グリーン・デイ 47
43 ＳＯＦＦｅｔ 45 44 バックストリート・ボーイズ 45
45 サラ・ブライトマン 44 46 ジェイソン　ムラーズ 43
47 クラッシュ 42 48 トータス松本 42
49 ＹＯＳＨＩＩ　ＬＯＶＩＮＳＯＮ 41 50 ＢＡＣＫ　ＤＲＯＰ　ＢＯＭＢ 40
51 マルーン　５ 39 52 坂本龍一 38
53 ジェフ・ベック 38 54 モーター・エース 38
55 ボブ　マーリィ＆ザ　ウェイラーズ 37 56 ジェーンズ・アディクション 37
57 Ｋｅｍｕｒｉ 37 58 ｓｐｅｅｎａ 35
59 スティーリー・ダン 34 60 ジョン・レノン 34
61 Ｓｏｕｎｄ　Ｓｃｈｅｄｕｌｅ 34 62 ヴァネッサ・カールトン 34
63 ロビー　ウィリアムス 34 64 ファウンテインズ　オブ　ウェイン 34
65 井上陽水 33 66 オリビア・ニュートン・ジョン 33
67 ビリケン 33 68 ヤー　ヤー　ヤーズ 33
69 他：ボンド 33 70 カーペンターズ 32
71 イーグルス 32 72 デビッド・ボウイ 31
73 エルヴィス・プレスリー 31 74 アイアン・メイデン 31
75 ジャスティンケース 31 76 ＺＺ 31
77 ペット・ショップ・ボーイズ 30 78 ダリル・ホール＆ジョン・オーツ 30
79 Ｒ．Ｅ．Ｍ． 29 80 Ａｍｙ－Ｎ－Ｒｙｏｏ 29
81 ＪＵＮ　ＳＫＹ　ＷＡＬＫＥＲＳ 29 82 綾戸智絵 29
83 バングルス 28 84 アバ 28
85 ディズニー 28 86 明星（Ａｋｅｂｏｓｈｉ） 28
87 ｍｅｌｏｄｙ． 28 88 ＳＥＡＬ 28
89 システム　Ｆ 27 90 キザイア・ジョーンズ 27
91 シャギー 27 92 ニュー・オーダー 26
93 エルトン・ジョン 26 94 ポール・マッカートニー 26
95 ＭＯＮＤＯ　ＧＲＯＳＳＯ　ｆｅａｔ．Ｋｊ 26 96 ＢＥＣＫ 26
97 尾崎豊 25 98 ＴＨＥ　ＢＡＣＫ　ＨＯＲＮ 25
99 ジャネット　ジャクソン 25 100 ジョン・メイヤー 25
101 ジ・エクシーズ 25 102 ダナ　・グローヴァー 25
103 マッチボックス・トゥエンティー 25 104 スマッシュ・マウス 25
105 フィル・コリンズ 24 106 タヒチ　８０ 24
107 ＯＲＩＥＮＴＡＬ　ＳＰＡＣＥ 24 108 Ｎａｏ 24
109 器：フジ子・ヘミング（ｐ） 24 110 ハロウィン 23
111 Ｂ＠ｂｙ　Ｓｏｕｌ 23 112 ジャック　ジョンソン 23
113 ボーイズ　ＩＩ　メン 23 114 ダンディ・ウォーホールズ 23
115 ゆらゆら帝国 23 116 チルドレン・オブ・ボドム 23
117 マイルス・デイビス 22 118 マーヴィン・ゲイ 22
119 セックス・ピストルズ 22 120 サイモン＆ガーファンクル 22
121 エニグマ 22 122 デスティニーズ・チャイルド 22
123 つじあやの 22 124 シックスペンス・ノン・ザ・リッチャー 22
125 シンディ・ローパー 21 126 エアロスミス 21
127 ＳＲ－７１ 21 128 シュガーベイブス 21
129 ＦＲＥＥＴＥＭＰＯ 21 130 インナー・サークル 21
131 ケイコ・リー 21 132 イギー・ポップ 20
133 ＸＺＩＢＩＴ 20 134 ロットングラフティー 20
135 ＪＩＮＤＯＵ 20 136 平川地一丁目 20
137 エンヤ 20 138 ジ・オーブ 20
139 ウィーザー 20 140 ＧＴＳ（グルーヴ　ザット　ソウル） 20
141 ウィル・スミス 20
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9. 個性派
No 　　名称 度数 No 　　名称 度数
1 椎名林檎 333 2 アンダーワールド 224
3 ＭＯＮＤＯ　ＧＲＯＳＳＯ 151 4 東京スカパラダイスオーケストラ 149
5 ＡＳＩＡＮ　ＫＵＮＧ－ＦＵ　ＧＥＮＥＲＡＴＩＯ
Ｎ
146 6 ケミカル・ブラザーズ 143
7 ＴＨＥＥ　ＭＩＣＨＥＬＬＥ　ＧＵＮ　ＥＬＥＰＨ
ＡＮＴ
143 8 クレイジーケンバンド 102
9 ＡＣＩＤＭＡＮ 96 10 マッシヴ・アタック 90
11 ユニコーン 83 12 ｏｒａｎｇｅ　ｐｅｋｏｅ 82
13 スーパーカー 72 14 レミオロメン 66
15 ｗｙｏｌｉｃａ 65 16 ＢＯＮＮＩＥ　ＰＩＮＫ 62
17 Ｆａｎｔａｓｔｉｃ　Ｐｌａｓｔｉｃ　Ｍａｃｈｉ
ｎｅ
60 18 くるり 60
19 ジェイムス・ブラウン 55 20 ＰＥ ’Ｚ 55
21 吉田美和（ドリームズ　カム　トゥルー） 51 22 奥田民生 47
23 ＧＯＩＮＧ　ＵＮＤＥＲ　ＧＲＯＵＮＤ 39 24 Ｃｈａｒａ 37
25 Ｏ．Ｐ．Ｋｉｎｇ 34 26 ブライアン・セッツァー・オーケストラ 34
27 ｂｉｒｄ 33 28 エイフェックス　ツイン 32
29 ＮＵＭＢＥＲ　ＧＩＲＬ 30 30 ジャンキー　ＸＬ 29
31 Ｕ．Ｎ．Ｋ．Ｌ．Ｅ． 29 32 ＬＯＳＡＬＩＯＳ 28
33 スネオヘアー 28 34 ベースメント　ジャックス 28
35 ＴＨＡ　ＢＬＵＥ　ＨＥＲＢ 27 36 ＪＵＤＥ（ユダ） 26
37 カルロス・ジーン 26 38 ＡＩＲ 26
39 曽我部恵一 24 40 ティム・デラックス 24
41 ダフト　パンク 24 42 ＧＲＡＰＥＶＩＮＥ 24
43 ＹＯ－ＫＩＮＧ 24 44 ＯＲＩＧＩＮＡＬ　ＬＯＶＥ 23
45 コーネリアス 23 46 キリンジ 23
47 ＳＫＥＴＣＨ　ＳＨＯＷ 22 48 石野卓球 22
49 ブライアン・セッツァー 21 50 琉球アンダーグラウンド 21
51 Ｐｏｌａｒｉｓ 20 52 エレファントカシマシ 20
53 ＤＪ　シャドウ 20 54 ファットボーイ・スリム 20
10. 洋 正統派ロック
No 　　名称 度数 No 　　名称 度数
1 レッド・ホット・チリ・ペッパーズ 367 2 ニルヴァーナ 318
3 レディオヘッド 208 4 Ｕ２ 138
5 ブラー 126 6 フー・ファイターズ 108
7 ザ・ストロークス 99 8 ズワン 88
9 マンドゥ・　ディアオ 88 10 プライマル・スクリーム 81
11 ザ・ホワイト・ストライプス 67 12 ステレオフォニックス 60
13 ザ・リバティーンズ 59 14 コールドプレイ 56
15 ミューズ 55 16 トラヴィス 55
17 ザ・ダットサンズ 51 18 クーラ・シェイカー 49
19 ザ・ミュージック 48 20 ザ・ジーヴァズ 37
21 ＭＥＷ 35 22 ザ・コーラル 33
23 スマッシング・パンプキンズ 26 24 ザ・ヴァインズ 22
25 ジェット 22 26 ザ・クーパー・テンプル・クロース 20
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11. 洋 女性ボーカル
No 　　名称 度数 No 　　名称 度数
1 ｔ．Ａ．Ｔ．ｕ． 634 2 アヴリル・ラヴィーン 470
3 エヴァネッセンス 320 4 ミシェル・ブランチ 264
5 マドンナ 258 6 タリア 220
7 ブルー 193 8 ホリー・ヴァランス 191
9 ブリトニー・スピアーズ 187 10 クリスティーナ・アギレラ 153
11 シャナイア・トゥエイン 125 12 ヒラリー・ダフ 114
13 Ｐ！ＮＫ 103 14 リリックス 99
15 ＬＵＣＹ　ＷＯＯＤＷＡＲＤ 77 16 フェイス・ヒル 75
17 ジャスティン・ティンバーレイク 72 18 アリシア・キーズ 71
19 カイリー・ミノーグ 70 20 セリーヌ・ディオン 65
21 ケリー　クラークソン 55 22 ダイド 48
23 エイス・オブ・ベイス 47 24 ジュエル 46
25 カーディガンズ 45 26 ウエストライフ 37
27 ノー・ダウト 34 28 スウィートボックス 34
29 ニック・カーター 23 30 ジェシカ・シンプソン 22
31 ナチュラル 21 32 リッキー・マーティン 20
12. 洋 ブラック/ソウル
No 　　名称 度数 No 　　名称 度数
1 ＴＬＣ 428 2 ビヨンセ 405
3 アシャンティ 319 4 マライア・キャリー 192
5 メアリー　Ｊ．ブライジ 183 6 Ｒ．ケリー 171
7 クレイグ・デイヴィッド 155 8 メイシー・グレイ 135
9 フージーズ 123 10 ホイットニー・ヒューストン 116
11 アリーヤ 112 12 デズリー 105
13 ミスティーク 97 14 ケリー・ローランド 94
15 ニヴェア 93 16 マイア 86
17 エリカ・バドゥ 78 18 トニ・ブラクストン 69
19 ノディーシャ 65 20 スピーチ 56
21 ブルー・カントゥレル 51 22 モニカ 47
23 Ｋ－Ｃｉ　＆　ＪｏＪｏ 46 24 ブラックストリート 43
25 ウェイン　ワンダー 41 26 アイシス 40
27 エイメリー 40 28 ソランジュ 37
29 ３ＬＷ 36 30 ブライアン・マックナイト 36
31 ロミオ 34 32 ダ　ブラット 34
33 デボラ・コックス 33 34 ケリー・プライス 31
35 ジョー 30 36 タイムズ４ 23
37 ヘザー・ヘッドリー 22 38 プリンス 21
39 リサ・マフィア 21
13. 洋 ヒップホップ
No 　　名称 度数 No 　　名称 度数
1 ミッシー・エリオット 193 2 ネリー 182
3 ショーン・ポール 175 4 ５０　セント 169
5 ＪＡＹ－Ｚ 144 6 ジャ・ルール 140
7 ２パック 117 8 スヌープ・ドッグ（スヌープ・ドギー・ドッグ） 117
9 リル・キム 108 10 ＮＡＳ 88
11 ブラック・アイド・ピーズ 72 12 ＤＭＸ 68
13 オービー　トライス 60 14 ザ・ルーツ 49
15 ギャング　スター 46 16 チンギー 45
17 Ｌ．Ｌ．クール　Ｊ 44 18 Ｔｈｅ　Ｎｅｐｔｕｎｅｓ 44
19 アウトキャスト 44 20 コモン（コモンセンス） 44
21 Ｍｓ．ジェイド 41 22 バスタ・ライムス 40
23 Ｄｒ．Ｄｒｅ 37 24 ファット・ジョー 37
25 イヴ 30 26 リュダクリス 30
27 ＲＵＮ　Ｄ．Ｍ．Ｃ． 27 28 ファボラス 24
29 Ｇ－ユニット 22 30 Ｍ．Ｏ．Ｐ． 21
31 ジュラシック　５ 20 32 フリーウェイ 20
33 エレクトリック 20
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14. 洋 ハードロック
No 　　名称 度数 No 　　名称 度数
1 リンキン・パーク 435 2 リンプビズキット（リンプ・ビズキット） 204
3 マリリン・マンソン 143 4 レイジ・アゲインスト・ザ・マシーン 82
5 ニッケルバック 79 6 ＫＯＲＮ 59
7 ステインド 57 8 システム・オブ・ア・ダウン 48
9 クレイジー・タウン 43 10 フーバスタンク 42
11 パドル・オブ・マッド 37 12 デフトーンズ 37
13 ナンバー・ワン・サン 36 14 サード・アイ・ブラインド 33
15 インソレンス 30 16 マーズ　ヴォルタ 30
17 （ｈｅｄ）ＰＬＡＮＥＴ　ＥＡＲＴＨ 25 18 スリップノット 23
19 タップルート 22
15. 洋 パンク
No 　　名称 度数 No 　　名称 度数
1 ＳＵＭ　４１ 284 2 グッド・シャーロット 192
3 オフスプリング 181 4 ゼブラヘッド 152
5 ランシド 109 6 アタリス 108
7 メスト 108 8 ＢＬＩＮＫ　１８２ 96
9 シュガーカルト 91 10 ＮＯＦＸ 81
11 ドゥノッツ 79 12 バステッド 77
13 ＡＬＬｉＳＴＥＲ 76 14 ＧＯＢ 72
15 ニュー・ファウンド・グローリー 55 16 オール　アメリカン　リジェクツ 54
17 ザ・リヴィング・エンド 52 18 シンプル・プラン 45
19 ＭｘＰｘ 42 20 ザ　ボムジャックス 38
21 ペニーワイズ 38 22 ドロップキック　マーフィーズ 35
23 オーソリティ・ゼロ 32 24 ラグワゴン 32
25 ザ・ドナス 31 26 ＴＨＥ　ＵＳＥＤ 30
27 Ｙｅｌｌｏｗｃａｒｄ 29 28 サムシング・コーポレイト 26
29 ホット・アクション・コップ 25 30 レス・ザン・ジェイク 25
31 スナッフ 23 32 サブライム 23
33 ミー・ファースト＆ザ・ギミ・ギミズ 22 34 ＵＳＥＬＥＳＳ　ＩＤ 21
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